
空
海
に
お
け
る｢
鏡
」

小
　
渕
　
尊
　
史

豊
山
学
報
・
第
六
六
号

弘
法
大
師
御
生
誕
千
二
百
五
十
年

記
　
念
　
特
　
別
　
号
　
抜
　
刷

令
和
五
年
三
月
発
行

真
言
宗
豊
山
派
総
合
研
究
院
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小　

渕　

尊　

史

は
じ
め
に

「
鏡
（
１
）」

は
、
装
身
具
や
光
学
機
械
類
（
２
）の

パ
ー
ツ
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
不
可
欠
の
器
具
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
紀

元
前
六
〇
〇
〇
年
頃
の
ア
ナ
ト
リ
ア
高
原
（
ト
ル
コ
）
遺
跡
か
ら
黒
曜
石
の
鏡
（
３
）が

出
土
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
紀
元
前
三
一
〇
〇
年

頃
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
銅
鏡
が
使
用
さ
れ
始
め
（
４
）、

古
代
中
国
で
は
青
銅
製
鏡
が
発
達
し
た
（
５
）。

本
稿
で
は
、
主
に
古
代
中
国
お
よ
び
和
朝
で
使
用
さ
れ
た
古
代
鏡
に
つ
い
て
、
文
化
史
的
な
立
場
か
ら
、｢

鏡｣

の
具
有
す
る

霊
的
器
物･

宗
教
象
徴
性
の
諸
々
の
意
味
合
い
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
が
空
海
の
テ
ク
ス
ト
に
反
映
し
て
い
る
有
様
と
、
特
に
仏
教

的
伝
統
に
則
っ
て
「
鏡
＝
仏
智
＝
さ
と
り
へ
の
回
路
」
の
象
徴
性
が
強
調
さ
れ
る
実
態
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一　

｢

か
が
み｣

の
有
す
る
様
々
な
機
能
と
象
徴
に
つ
い
て

か
が
み
は
「
鑑
」「
鏡
」
と
漢
字
表
記
さ
れ
る
。
こ
の
二
字
は
同
一
の
器
物
を
指
す
（
６
）が

、
厳
密
に
い
え
ば
元
来
は
「
鑑
」
字
の
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方
が
先
に
用
い
ら
れ
た
。

「
鑑
」
は
大
き
な
盥た
ら
い
　の

よ
う
な
銅
器
の
呼
称
で
、
こ
れ
に
水
を
張
れ
ば
姿
か
た
ち
を
映
す｢

水
か
が
み｣

の
役
割
を
果
た
し
（
７
）、

器
の
名
称
が
換
喩
的
に
物
事
を
映
す｢

か
が
み｣

と
し
て
通
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
中
国
古
典
の
経
書
（
儒
教
の
聖
典
）
で
は
、も
っ

ぱ
ら
「
鑑
」
字
が
用
い
ら
れ
、
こ
れ
は
「
か
ん
が
み
る
」
と
い
う
自
己
を
反
省
的
に
対
象
化
す
る
意
味
の
動
詞
で
も
使
わ
れ
る
（
８
）。

一
方
、「
鏡
」
は
光
り
輝
く
金
属
（
銅
鏡
）
を
意
味
し
、
戦
国
時
代
の
『
荘
子
』
の
頃
か
ら
出
現
し
、
漢
代
で
は
「
鏡
」
字
が
主

と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
漢
武
帝
代
（
在:

前
一
四
一
～
前
八
七
）
の
『
淮
南
子
』
で
は
「
鑑
」「
鏡
」
は
一
応
区
別
さ

れ
る
が
、
金
属
製
の
研
磨
鏡
が
常
用
さ
れ
て
、
後
に
両
字
は
同
一
視
さ
れ
る
に
至
る
（
９
）。

こ
の
よ
う
に
起
源
を
異
に
す
る
「
鑑
」「
鏡
」
は
、儒
家
系
統
の
歴
史･

政
治
的
言
説
で
の
天
監･

亀
鑑･

権
威
の
意
味
合
い

A
C
B

と
、

道
家
系
統
で
の
神
秘
的
な
呪
術
力

A
D
B

と
い
う
文
脈
で
の
用
い
ら
れ
方
が
綯な
　

い
交
ぜ
に
な
っ
て
、
三
国
六
朝
時
代
以
降
の
典
籍
で
、
複

雑
で
多
層
的
な
機
能
性
を
含
み
持
っ
た
象
徴
語
と
し
て
宗
教
テ
ク
ス
ト
で
も
頻
り
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

本
節
で
は
、「
鑑
」「
鏡
」
の
多
様
な
利
用
の
さ
れ
方
と
そ
の
意
味
合
い
を
整
理
し
て
紹
介
す
る
（
以
後
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に

｢

鏡｣

字
で
記
述
を
す
る
）。

第
一
に
鏡
の
基
本
的
な
特
性
が
、

Ａ　
水
面
や
金
属･

ガ
ラ
ス
な
ど
が
、
物
体
、
特
に
人
間
の
姿
か
た
ち
を
映
し
出
す
機
能

に
あ
る
こ
と
は
異
論
の
余
地
が
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
特
に
顔
の
影
像
を
反
映
し
て
容
色
を
確
か
め
、
装
い
を
整
え
る
た
め
の
、　　

Ｂ　
装
身
具
・
化
粧
道
具
と
い
う
極
め
て
一
般
的
な
用
途

A
E
B

が
生
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
常
的
な
利
用
法
の
対
極
に
、

Ｃ　
祭
祀
に
用
い
ら
れ
る
呪
具
と
し
て
の
銅
鏡
の
使
用
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も
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
影
像
反
映
で
は
な
く
、
太
陽

A
F
B

の
光
を
鏡
に
反
射
さ
せ
て
人
々
に
畏
敬
の
念
を
抱
か
せ
る
効
果

A
G
B

が

重
ん
じ
ら
れ
た
。

鏡
の
光
り
輝
く
反
射
は
、
一
般
的
な
円
・
太
陽
の
形
状
と
結
び
つ
い
て
、

Ｄ　
神
秘
性
を
具
す
太
陽
神
の
象
徴

A
H
B

と
し
て
鏡
が
崇
め
ら
れ
る
要
因

A
I
B

と
な
っ
た
。
神
的
存
在
を
表
わ
す
鏡

A
J
B

は
、
そ
の
、

Ｅ　
霊
威
を
体
現
し
た
人
格
＝
王
者
の
権
威
の
象
徴

の
性
格
も
具
す
。
こ
の
権
威
者
は
中
国
で
は
天
帝
お
よ
び
天
子
で
あ
る
と
こ
ろ
の
皇
帝

A
K
B

、
日
本
で
は
天
皇
に
相
当
す
る
。
中
華
皇

帝
は
宝
剣･

玉
璽
と
共
に
神
威
の
鏡
（
天
鏡･

金
鏡･

玉
鏡

A
L
B

）
を
天
命
承
継
の
印
と
し
て
常
時
携
帯
し
て
い
た

A
M
B

と
さ
れ
る
。
本
朝
で

の
天
皇
位
の
象
徴｢

三
種
の
神
器｣
（
八
咫
鏡･

草
薙
剣･

八
尺
瓊
勾
玉

A
N
B

）
も
ま
た
、
宝
剣
と
神
鏡
を
含
ん
で
、
天す
め
ら
み
こ
と皇の
神
聖
性
を
担

保
す
る

A
O
B

。

次
に
過
去
の
歴
史
的
事
実
を
倫
理
生
活
の
教
訓
と
す
る
と
い
う
意
味
で
の
、

Ｆ　
歴
史
を
鏡
と
す
る
態
度

A
P
B

が
古
来
、史
書
の
題
額
に
認
め
ら
れ
る（
司
馬
光
の『
資
治
通
鑑
』、和
朝
の『
大
鏡
』等

A
Q
B

）。
こ
れ
に
類
し
て
、様
々
な
分
野
で
の
随
順
す
べ
き
、

Ｇ　
手
本
・
規
範
と
し
て
の
鏡
（
亀
鑑･

手
鑑
）

が
概
念
と
し
て
広
く
流
通
し
て
い
る
。

さ
て
、
鏡
を
深
淵
な
る
真
実
相
に
擬
え
る
思
考
法
も
、
戦
国
期
の
『
荘
子
』
と
共
に
立
ち
現
れ
た

A
R
B

。
老
荘
的
「
道
」
を
体
得
し

た
絶
対
者
で
あ
る
「
至
人

A
S
B

」
に
つ
い
て
、「
至
人
の
心
を
用
う
る
は
鏡
の
ご
と
し

A
T
B

」
と
理
想
的
な
心
の
状
態
を
鏡
の
比
喩
で
表
明

し
て
い
る
。「
水
静
な
る
も
猶
お
明
ら
か
な
り
。
而し
か

る
を
況
や
精
神
な
る
聖
人
の
心
の
静
な
る
を
や
。
天
地
の
鑑
な
り
、
万
物
の

鏡
な
り

A
U
B

」
と
も
記
さ
れ
、
道
家
的
な
聖
人
＝
帝
王
の
境
地
が
明
鏡
で
示
さ
れ
る
。
ま
た｢

人
は
流
水
を
鑑
と
す
る
こ
と
莫
く
し
て
、
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止
水
を
鑑
と
す

A
V
B｣

｢

鑑
明
ら
か
な
れ
ば
則
ち
塵
垢
止
ま
ら
ず
、
止
ま
れ
ば
則
ち
明
ら
か
な
ら
ざ
る
な
り

A
W
B｣

と
い
っ
た
記
述
か
ら
、

Ｈ　
心
の
あ
る
べ
き
状
態
＝
明
鏡
止
水

と
い
う
高
度
な
悟
達
者

A
X
B

の
境
地
が
『
荘
子
』
で
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
明
鏡
止
水
な
る
心
は
、
後
年
、
道
家･

仏
家

の
二
教
で
斉
し
く

A
Y
B

追
及
さ
れ
る
修
道
の
目
標
と
な
っ
た
。

こ
の
老
荘
の
道
家
思
想
に
、
後
漢
末
頃
か
ら
讖し
ん
い
　緯
思
想･

易
学･

神
仙
趣
味
な
ど
が
結
び
つ
き

A
Z
B

、「
鏡
そ
の
も
の
を
神
聖
視
し
、

も
し
く
は
そ
の
機
能
を
神
秘
化
し
神
霊
視
す
る

A
[
B

」
潮
流
が
伸
長
し
た
。
そ
こ
で
鏡
が
担
わ
さ
れ
る
の
は
様
々
な
霊
験
を
発
現
す
る
、

Ｉ　
霊
鏡
・
隠
れ
た
も
の
の
正
体

A
\
B

を
暴
く
真
実
照
明
の
鏡

A
]
B

と
い
う
属
性
で
あ
る
。
晋
代
の
葛か
つ
こ
う洪
著
（
二
八
三
―
三
四
三
）
著
の
『
抱ほ
う
ぼ
く
し
　

朴
子
』
は
神
仙
術
関
連
の
言
説
を
集
め
て
多
大
な
影
響
を

後
世
に
及
ぼ
す
が
、
そ
の
登
渉
篇
に
は
山
中
に
出
没
す
る
化
け
物
の
正
体
（
鹿･

犬
等
）
を
鏡
で
暴
き
出
す
と
い
う
挿
話
を
収
録
す

る

A
^
B

。
初
唐
の
王お
う
た
く度
（
五
八
二
頃
―
六
二
五
頃
）
の
伝
奇
小
説
『
古
鏡
記
』
に
、
千
年
狸
が
鏡
で
本
性
を
露
見
す
る
と
い
う
話

A
_
B

が
あ
り
、

鏡
の
正
体
暴
露
と
い
う
趣
意
の
説
話
が
広
く
流
行
し
て
い
た
と
容
易
に
推
測
で
き
る
。

六
朝
時
代
成
立
『
西
京
雑
記
』
中
の
、
人
間
の
内
臓
を
映
し
出
し
善
悪
を
判
別
す
る
霊
鏡
譚

A
`
B

に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
。

も
の
の
け
の
正
体
を
見
破
る
霊
力
は
、
邪
悪
な
存
在
か
ら
身
を
守
る
、

Ｊ　
破
邪
・
魔
除
け
と
し
て
の
鏡

と
い
う
重
要
な
機
能
に
連
結
さ
れ
る
。『
抱
朴
子
』
で
は
、
道
士
が
神
仙
術
を
修
す
る
た
め
に
入
山
す
る
際
の
必
須
の
呪
具
（
魔
除

け
）
と
し
て
鏡
が
提
示
さ
れ
る
。
直
径
九
寸
以
上
の
明
鏡
を
背
中
に
懸
け
れ
ば
、
山
に
棲
む
悪
鬼
邪
魅
が
修
行
者
に
近
づ
き
誘
惑

す
る
こ
と
を
防
ぐ

A
a
B

と
す
る
。
山
林
修
行
の
際
に
魔
除
け
の
鏡
を
持
参
す
る
習
い
は
、
道
術
士
の
み
な
ら
ず
仏
教
者
に
も
伝
え
ら
れ

る
。
天
台
智
顗
『
摩
訶
止
観
』
に
は
、｢

隱
士
頭
陀
人
多
畜
方
鏡
挂
之
座
後
。
媚
不
能
變
鏡
中
色
像

A
b
B｣

［
行
人
の
修
禅
座
の
後
ろ
側

に
四
角
い
鏡
を
懸
け
て
い
れ
ば
、
妖
魔
が
鏡
の
中
で
そ
の
姿
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
］
と
述
べ
ら
れ
、
仏
教
の
山
林
遊
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行
者
に
も
破
邪
鏡
が
愛
用
さ
れ
た
形
跡
を
見
出
せ
る

A
c
B

。

禍
を
為
す
邪
魔
を
退
け
る
霊
力
は
、
修
行
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
人
々
に
も
鏡
の
効
用
と
し
て
重
用
さ
れ
た
。
埋
葬
の
副
葬

品
と
し
て
頻
繁
に
観
察
さ
れ
る
鏡
は
、
土
中
に
葬
ら
れ
た
死
者
の
た
め
に
地
下
世
界
を
照
ら
し
、
悪
霊
か
ら
死
者
を
護
る

A
d
B

、

Ｋ　
護
衛
・
辟へ
き
じ
や邪
及
び
鎮
魂

A
e
B

の
機
能

を
備
え
た
鏡
の
性
格

A
f
B

を
物
語
る
。
鏡
の
神
秘
的
な
魔
力
と
い
う
点
で
は
、

Ｌ　
未
来
を
予
知
す
る
占
鏡

A
g
B

と
い
う
属
性
や
、

Ｍ　
所
有
者
に
長
寿

A
h
B･

幸
福･

地
位
を
与
え
る
招
福
鏡

A
i
B

の
現
世
利
益
の
効
能
を
謳
っ
た
事
例
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
俗
世
間
で
の
夫
婦
和
合
の
象
徴･

恋
愛
感
情
の
形
代
と
し
て
の
鏡

A
j
B

に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

こ
う
し
た
霊
器
＝
鏡
の
多
様
な
機
能
は
、
鏡
背
に
彫
ら
れ
た
西
王
母
・
黄
帝
・
仙
人
の
形
象
（
神
人
龍
虎
画
像
鏡

A
k
B

）
や
青
龍･

朱

雀･

白
虎･

玄
武
の
四
神
像
（
方
格
規
矩
四
神
鏡

A
l
B

）
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、道
家
的･

神
仙
的
要
素
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る

A
m
B

も
の
で
、

こ
れ
は
中
国
特
有
の
宇
宙
観
と
も
呼
べ
る
。

一
方
、
視
点
を
転
じ
れ
ば
、
奥
玄
な
る
「
道
＝
真
理
を
象
徴
す
る
鏡
」
に
類
似
し
た
認
識
様
式
を
、
外
来
の
仏
教
思
想
に
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
教
の
定
説
と
し
て
、

Ｎ　
悟
り
の
智
慧

A
n
B

・
仏
智
と
し
て
の
鏡

の
教
説
は
、
仏
典
の
各
処
に
見
出
さ
れ
る
。

＊
東
晋･

瞿
曇
僧
伽
提
婆
譯
『
中
阿
含
経
』
に｢

云
何
比
丘
聖
智
慧
鏡

A
o
B｣

＊
失
訳
『
仏
説
出
家
功
徳
経
』
に｢

於
此
清
淨
智
慧
鏡
中
。
爲
於
解
脱
諸
善
法
故

A
p
B｣
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＊
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
に｢

若
持
法
花
者
　
其
身
甚
清
淨
　
如
彼
淨
琉
璃
　
衆
生
皆
憙
見
　
又
如
淨
明
鏡
　
悉
見
諸
色

像

A
q
B｣

＊
般
若
訳
『
四
十
華
厳
経
』
に｢

菩
提
心
者
猶
如
明
鏡
。
普
現
一
切
法
門
像
故

A
r
B｣

＊
真
諦
訳
『
大
乗
起
信
論
』
に｢

現
衆
生
心
者
猶
如
於
鏡

A
s
B

」｢

有
四
種
大
義
。
與
虚
空
等
猶
如
淨
鏡
。
云
何
爲
四
。
一
者
如
實

空
鏡
［
…
…
］
二
者
因
熏
習
鏡
［
…
…
］
三
者
法
出
離
鏡
［
…
…
］
四
者
縁
熏
習
鏡

A
t
B｣

＊
『
無
畏
三
蔵
禅
要
』
に｢

五
者
明
鏡
心
。
既
離
散
亂
之
心
。
鑒
達
圓
明
一
切
無
著
。
故
云
明
鏡

A
u
B｣

等
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。「
鏡
＝
仏
の
智
慧
」
の
象
徴
と
い
う
思
考
法
の
延
長
線
上
に
、
仏
の
至
上
円
成
な
る
徳
智
を
転
識
し
て

得
ら
れ
る
、

Ｏ　
大
円
鏡
智･

五
智
の
概
念

が
導
き
出
さ
れ
る
。
玄
奘
訳『
仏
説
仏
地
経
』の｢

如
圓
鏡
極
善
磨
瑩
。
鑒
淨
無
垢
光
明
遍
照
。
如
是
如
來
大
圓
鏡
智
。
於
佛
智
上
。

一
切
煩
惱
所
知
障
垢
永
出
離
故
。
極
善
磨
瑩
爲
依
止
定
。
所
攝
持
故
鑒
淨
無
垢
。
作
諸
衆
生
利
樂
事
故
。
光
明
遍
照

A
v
B｣

に
、
一
切

を
普
く
照
ら
し
て
衆
生
を
救
済
す
る
如
来
の
徳
を｢
大
円
鏡｣

と
定
義
す
る
と
説
か
れ
る
。
大
円
鏡
智
を
頂
点
と
す
る
如
来
四
智
が
、

密
教
的
な
五
智
思
想
の
源
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

仏
智
を
鏡
で
比
喩
す
る
教
理
と
は
別
箇
に
、
仏
教
儀
礼
に
鏡
が
用
い
ら
れ
る
事
例
が
あ
る
。
真
言
密
教
で
、

Ｐ　
行
者
に
授
与
す
る
灌
頂
具
と
し
て
の
鏡

と
い
う
、
灌
頂
次
第
の
一
端
に
観
察
で
き
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

＊
『
大
日
経
』
に｢

持
眞
言
行
者　

復
當
執
明
鏡

A
w
B｣

＊
『
大
日
経
疏
』
に｢

上
來
所
説
漫
荼
羅
方
軌
法
用
散
華
灌
頂
。
乃
至
或
授
以
明
鏡
。
如
以
金
錍
決
其
眼
暎

A
x
B｣

＊
『
略
出
念
誦
経
』
に｢

復
執
鏡
。
令
其
觀
照
。
爲
説
諸
法
性
相
。
説
此
偈
言
〈［
…
…
］
汝
今
眞
佛
子　

應
廣
利
衆
生

A
y
B

〉｣
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等
と
説
か
れ
る
文
に
、
授
灌
の
際
の
鏡
の
授
与･

把
持
の
動
作
が
見
出
さ
れ
る
。

儀
礼
と
一
部
関
連
し
て
、
密
教
修
法
の
観
想
に
於
い
て
、

Ｑ　
悟
り
の
場
・
悟
り
へ
の
回
路

と
い
う
性
格
が
鏡
に
付
与
さ
れ
る
。
こ
れ
は
明
鏡･

円
鏡･

月
鏡
を
仏
の
智
慧
に
渉
入
す
る
媒
介
と
し
て
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、

＊
『
大
日
経
』
悉
地
出
現
品
の｢

於
鏡
漫
茶
羅　
大
蓮
華
王
座　

深
邃
住
三
昧　

總
持
髮
髻
冠　

圍
繞
無
量
光

A
z
B｣

＊
『
大
毘
盧
遮
那
経
広
大
儀
軌
』
の
阿
字
観
を
説
く

｢

鏡
中
觀
阿
字　

放
淨
妙
光
明　

普
現
圓
光
内　

千
界
爲
増
數　

流
出
光
焔
輪

A
{
B｣

（
鏡
の
中
に
阿
字
を
観
じ
て
そ
れ
が
光
明
を

流
出
す
る
様
を
仏
智
顕
現
と
す
る
）

や
、

｢

於
鏡
曼
荼
羅　
作
本
尊
三
昧　

觀
心
自
圓
明　

微
妙
如
圓
鏡

A
|
B｣

（
光
り
輝
く
円
鏡
の
如
き
円
か
な
る
曼
荼
羅
を
自
心
に
観
じ

て
本
尊
と
の
瑜
伽
観
智
を
実
践
す
る
）

等
の
記
述
に
確
認
さ
れ
る
。

鏡
は
儀
礼･

修
道
に
用
い
ら
れ
る
他
、
日
本
で
は
、

Ｒ　
仏
教
寺
院
の
鎮
壇
具･

内
陣
の
荘
厳
具

の
役
割
も
果
た
す
。
法
隆
寺･

大
安
寺･

薬
師
寺･

興
福
寺･

東
大
寺
な
ど
の
大
寺
の
塔
や
堂
宇
の
心
礎･

基
壇
に
は
、
鏡
が
安

置
さ
れ

A
}
B

、
ま
た
本
尊
の
周
囲
に
多
数
の
鏡

A
~
B

が
荘
厳
さ
れ
た

A
C
B

。
鏡
を
尊
崇
す
る
奈
良
時
代
の
宗
教
的
意
識
が
こ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
。
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平
安
中
期
以
降
に
成
立
し
た
信
仰
形
態
で
あ
る
経
塚
へ
の
埋
経
供
養
で
は
、
経
筒
と
共
に
鏡
が
副
葬
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
鏡
の

持
つ｢

Ｊ　

破
邪｣

と｢

Ｒ　

鎮
壇｣

の
二
つ
の
機
能
が
併
せ
て
期
待
さ
れ
た

A
D
B

も
の
と
思
わ
れ
る
。

日
本
に
固
有
の
鏡
信
仰
と
い
う
特
徴
は
、
神
社
に
関
す
る
様
々
な
ア
イ
テ
ム
に
見
出
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

Ｓ　
神
社
の
神
体
や
御
霊
代
と
し
て
本
殿
に
安
置
さ
れ
る
鏡

A
E
B
Ｔ　
神
宝
あ
る
い
は
幣
帛
と
し
て
神
に
捧
げ
ら
れ
る
鏡

A
F
B

が
挙
げ
ら
れ
、
神
社
と
鏡
は
不
離
の
間
柄
に
あ
る

A
G
B

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
に
於
い
て
は
、
鏡

が
神
の
神
聖
性
の
シ
ン
ボ
ル

A
H
B

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
事
物
を
反
映
さ
せ
る
器
物
と
い
う
基
本
的
な
性
質
と
は
違
う
鏡
の
用
途
を
述
べ
る
。
そ
れ
は｢

鑑｣

の
金
属
の
物
性

を
利
用
し
て
火
や
水
を
獲
得
す
る
と
い
う
、

Ｕ　
採
火
・
取
水
の
不
思
議
な
器

で
あ
る
。
前
者
は
太
陽
光
を
凹
面
鏡
で
反
射
さ
せ
焦
点
を
結
ば
せ
て
発
火
さ
せ
る
原
理

A
I
B

に
基
づ
い
た
も
の
で｢

陽よ
う
す
い燧｣

と
呼
ば
れ

る

A
J
B

。
月
か
ら
水
を
採
取
す
る
［
実
際
に
は
飽
和
量
を
超
え
た
空
気
中
の
水
蒸
気
が
冷
え
た
金
属
の
表
面
で
結
露
す
る
現
象

A
K
B

］
銅
鏡

は｢

陰い
ん
す
い燧｣

｢

方ほ
う
し
よ諸｣

と
呼
ば
れ
る
。『
抱
朴
子
』
金
丹
篇
に
は
「
以
作
方
諸
、
以
承
取
月
中
水
、
以
水
銀
覆
之
、
致
日
精
火
其
中
、

長
服
之
不
死
」［
方
諸
で
採
取
し
た
月
の
水
を
、
陽
燧
を
用
い
て
太
陽
か
ら
得
た
火
で
加
熱
す
る
と
、
不
死
の
霊
薬
が
で
き
る
］
と

記
さ
れ

A
L
B

、
こ
れ
ら
の
水
火
の
鏡
が
特
別
な
霊
力
を
備
え
た

A
M
B

驚
異
の
器
具
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
、
古
代
の
和
漢
で
鏡
が
有
し
た
機
能
を
二
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
。
次
節
以
降
で
、
空
海
の
テ
ク
ス
ト
に
見
出
さ
れ

る
鏡
の
表
現
が
、
こ
れ
ら
の
範
疇
の
い
ず
れ
に
属
す
る
か
を
検
討
し
て
ゆ
く
。
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二　
空
海
の
重
用
す
る
鏡
の
比
喩
：「
秦
鏡
」

空
海
が
そ
の
著
作
で
用
い
る
鏡
の
語
彙
の
中
で
最
も
印
象
的
な
の
が
、
人
間
の
五
臓
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
よ
う
に
映
し
出
し
、
心

の
正
邪
を
暴
露
す
る
不
思
議
な
「
秦
鏡
」
で
あ
る
。『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
は
優
れ
た
教
え
密
教
を
未
だ
知
ら
ざ
る
顕
教
学
匠
に
対

し
て
、１　

若
有
善
男
子
善
女
人
一
嗅
斯
芸
。
秦
鏡
照
心
權
實
氷
解

A
N
B

。（
若
し
善
男
善
女
有
っ
て
一
た
び
斯
の
芸か
を
り［
＝
密
教
の
教
え
］
を
齅か
が

ば
、

秦し
ん
け
い鏡
心
を
照
ら
し
、
權
實
［
＝
顕
密
］
氷
解
け
な
ん
。）

と
語
り
か
け
る
。
真
言
密
教
が
そ
の
類
ま
れ
な
霊
威
に
よ
っ
て
衆
生
の
心
の
真
実
相
を
照
ら
し
出
し
、
仮
の
教
え
（
顕
教
）
に
執
着

す
る
邪
念
を
氷
解
さ
せ
る
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
秦
鏡
の
故
事
は
夙
に
済
暹
が
『
辨
顯
密
二
教
論
懸
鏡
抄
』
で
指
摘
し
た

A
O
B

よ
う
に
、

前
漢
代
の
西
京
（
長
安
）
の
雑
事
を
記
録
し
た
体
の
逸
話
集
『
西
京
雑
記

A
P
B

』
巻
三
に
依
拠
す
る
。

〇
高
祖
［
劉
邦
］
初
入
咸
陽
宮
、
周
行
庫
府
。
金
玉
珍
寶
不
可
稱
言
［
中
略
］
有
方
鏡
、
廣
四
尺
、
高
五
尺
九
寸
、
表
裏
有
明
。

人
直
來
、
照
之
、
影
則
倒
見
。
以
手
掩
心
而
來
、
則
見
腸
胃
五
臟
、
歷
然
無
硋
。
人
有
疾
病
在
内
、
掩
心
而
照
之
、
則
知
病

之
所
在
。
又
女
子
有
邪
心
、
則
膽
張
心
動
。
秦
始
皇
常
以
照
宮
人
、
膽
張
心
動
者
、
殺
之

A
Q
B

。

［
通
釈
］
秦
朝
滅
亡
の
際
、
始
皇
帝
の
宮
殿
咸
陽
宮
に
漢
の
高
祖
劉
邦
が
踏
み
入
り
、
宝
物
庫
の
財
宝
を
検
め
た
。
そ
こ
に

幅
四
尺
（
九
〇
㎝
）、
高
さ
五
尺
九
寸
（
一
三
三
㎝
）
の
表
裏
と
も
に
光
り
輝
く
大
型
の
方
鏡
（
四
角
形
の
鏡
）
が
あ
っ
た
。
鏡
に

向
か
っ
て
人
が
対
す
る
と
、
逆
さ
ま
の
鏡
像
が
結
ば
れ
、
胸
に
手
を
当
て
る
と
極
め
て
鮮
明
に
胃
腸
や
五
臓
が
映
し
出
さ
れ

た
。
体
内
に
疾
病
を
患
う
人
が
対
面
す
る
と
、ど
こ
に
病
が
あ
る
か
如
実
に
示
し
た
。
ま
た
、心
に
邪
な
思
い
を
持
つ
女
性
は
、

そ
の
肝
が
膨
ら
ん
で
心
臓
が
激
し
く
鼓
動
す
る
様
が
映
っ
た
。
始
皇
帝
は
宮
中
の
女
官
を
こ
の
方
鏡
に
対
峙
さ
せ
、
肝
と
心

臓
に
邪
悪
の
相
を
示
す
悪
心
の
女
を
殺
害
す
る
の
を
常
と
し
た

A
R
B

。
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普
通
は
外
側
か
ら
窺
い
知
れ
な
い
人
間
の
内
側･

心
の
真
相
を
、
如
実
に
影
像
化
す
る
と
い
う
霊
鏡
は
、
前
節
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

｢
Ｉ　

隠
れ
た
も
の
の
正
体
を
暴
く
真
実
照
明
の
鏡｣

の
最
適
例
で
あ
る
。
秦
宮
の
方
鏡
は
後
に｢

照
胆
鏡

A
S
B｣

｢

照
骨
鏡

A
T
B｣

と
呼
ば

れ
、出
典
の
『
西
京
雑
記
』
が
梁
代
以
降
幅
広
く
読
ま
れ
た

A
U
B

の
に
対
応
し
て
人
口
に
膾
炙
し
た
。
ま
た｢

秦
鏡
高
懸｣

は
成
語
化
し
、

特
に
心
に
邪
念
を
抱
か
な
い
官
吏
の
清
正
廉
潔･

公
正
廉
明
を
表
現
す
る
。

空
海
は｢
秦
鏡｣

の
語
を
以
て
、
容
易
に
は
窺
知
で
き
な
い
奥
深
い
秘
密
真
実
の
教
え
（
真
言
密
教
）
の
価
値
を
顕
然
た
ら
し
め

る
機
能
を
言
い
表
し
、
ひ
い
て
は
真
言
法
門
そ
の
も
の
を
象
徴
す
る
比
喩
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。
空
海
は
こ
の
秦
鏡
の
比
喩

を
複
数
の
テ
ク
ス
ト
で
繰
り
返
し
採
用
し
、
愛
着
す
る
様
を
見
せ
る
。

２　

子
未
見
大
道
妄
吐
斯
言
。
今
當
攬
秦
鏡
臨
子
面

A
V
B

。（
子な
ん
ぢ
　、
未
だ
大
道
を
見
ず
し
て
、
妄み
だ
り
　に
斯
の
言こ
と

を
吐
く
。
今
當ま
さ

に
秦
鏡
を
攬と

っ
て

子
が
面お
も
て
　に
臨
む
べ
し
。）
―
―
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
・
十
四
問
答

こ
れ
は
、
憂
国
公
子
の
主
張
＝
「
天
災
疫
癘
及
び
天
下
不
寧
動
乱
と
い
っ
た
国
家
的
な
災
禍
は
、
非
法
濫
行
の
堕
落
し
た
仏
教

僧
の
せ
い
で
あ
る
」
に
対
す
る
、
玄
関
法
師
の
反
論
部
分
で
あ
る
。
公
子
の
見
解
は
物
事
の
真
理
（｢

大
道｣

）
を
心
得
な
い
妄
言
で

あ
る
と
断
じ
た
上
で
、
法
師
は
事
の
真
相
を
如
実
に
観
察
せ
よ
と
諭
す
。
そ
の
手
段
と
し
て
、｢

真
実
照
明
の
鏡
＝
秦
鏡｣

を
手
に

取
り
、
己
が
面
貌
を
映
し
て
心
内
の
邪
悪･

誤
謬
を
認
知
せ
よ
と
勧
告
す
る
の
で
あ
る
。

｢

秦
鏡｣

は
空
海
若
年
の
作
『
三
教
指
帰
』
で
既
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

３　

宜
鑒
秦
王
顯
偽
之
鏡
。
早
改
葉
公
懼
真
之
迷

A
W
B

。（
宜
し
く
秦
王
の
顯け
ん
ぎ
　偽
の
鏡
を
鑒
み
、
早
く
葉し
よ
う
公こ
う 

が

A
X
B

真
を
懼お
そ
る
　る
の
迷
を
改
め
よ
。）

―
―
『
三
教
指
帰
』

同
趣
意
の
対
句
が
、
空
海
の
詩
作
品
に
見
出
さ
れ
る
。

４　
葉
公
珎

A
Y
B

假
借　

秦
鏡
照
真
相

A
Z
B　

（
葉
公
假け
し
や
く借
を
珎た
か
ら
　と
し　

秦
鏡
真
相
を
照
ら
す
）
―
―
「
遊
山
慕
仙
詩
」

こ
れ
ら
は
「
葉
公
好
龍
」
の
故
事

A
[
B

を
基
に
し
た
句
で
、｢

懼
真
之
迷｣

は
葉
公
が
本
物
の
龍
を
見
て
恐
怖
の
余
り
逃
げ
出
し
た
こ
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と
を
指
す
。
従
っ
て
葉
公
の
龍
好
き
を
、
本
物
で
は
な
く
偽
物
を
愛
好
し
た
似え

せ非
通
人
ぶ
り
と
嘲
り
、
彼
の
隠
さ
れ
た
真
実
（｢

真

相｣
）
を
暴
く
手
段
が
秦
鏡
で
あ
る
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
ま
た
別
の
詩
に
は
、

５　

長
者
樓
中
圓
鏡
影　

秦
王
臺
上
方
丈
相

A
\
B　

（
長
者

A
]
B

の
樓ろ
う

の
中う
ち

の
圓
鏡
の
影　

秦
王
の
臺う
て
な
　の
上
の
方ほ
う
ぢ
よ
う丈
［
＝
四
角
形
］
の
相
［
＝
姿
か

た
ち
］）　
―
―
「
詠
十
喩
詩
」
の
四
「
詠
鏡
中
像
喩
」『
性
霊
集
』
巻
十

と
も
表
現
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
文
例
か
ら
、
秦
宮
の
方
丈
の
霊
鏡
を
、
隠
蔽
秘
匿
さ
れ
た
真
実
相
を
暴
露
す
る
真
理
開
顕
の
最
勝
法
具
と
し
て
、
空

海
が
偏
愛
し
た
様
が
見
て
取
れ
よ
う
。

ち
な
み
に
、
秦
鏡
の
語
彙
に
つ
い
て
は
、
嵯
峨
天
皇
も
御
製｢

和
内
史
貞
主
秋
月
歌｣

詩

A
^
B

に｢

［
月
］
形
如
秦
鏡
出
山
頭　

色
似

楚
練
疑
天
曉
（
形
は
秦
鏡
の
如
く
山や
ま
の
は頭
を
出
で　

色
は
楚そ
　
れ
ん練
に
似
て
天
の
曉あ
く

る
か
と
疑
ふ
）｣

と
詠
み
込
ん
で
お
り

A
_
B

、
嵯
峨
朝
詩
壇
で
こ
れ
が

詩
語
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
事
態
を
窺
わ
せ
し
め
る
。

三　

空
海
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る｢
鏡｣

の
諸
相
：
①
全
般

本
節
で
は
、
空
海
の
著
作
で
用
い
ら
れ
る
鏡
の
表
現
が
、
第
一
節
で
分
類
し
た
ど
の
範
疇
に
属
す
る
か
を
整
理
す
る
。

★
Ａ　
水
鏡
・
万
物
を
映
す
澄
水

鏡
の
基
本
的
な
機
能
、
姿
か
た
ち
を
映
し
出
す
こ
と
に
関
し
て
、
特
に
水
に
映
り
込
ん
だ
映
像
あ
る
い
は
水
面･

湖
面
を
鏡
と

見
立
て
る
表
現
、
及
び
水
鏡
を
心
の
状
態
と
し
て
描
く
こ
と
は
あ
る
意
味
定
型
的
な
詩
語
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
明
瞭
な
比
喩
は

空
海
の
テ
ク
ス
ト
の
各
処
に
散
見
さ
れ
る
。

６　

水
鏡
冰
霜
之
行
盡
滅

A
`
B

（
水
鏡
冰
霜
の
行わ
ざ  

盡
こ
と
ご
と
　く
に
滅き

え
）
―
―
『
三
教
指
帰
』
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明
鏡
止
水
の
如
き
心
の
状
態
を｢

水
鏡｣

、
清
廉
潔
白
を｢

冰
霜｣

と
言
い
表
し
て
、
蛭
牙
公
子
の
暴
戻
無
惨
の
振
る
舞
い
を

諫
め
る
文
相
で
あ
る
。

７　

池
鏡
泓
澄
含
日
暉

A
a
B

（
池
鏡
泓わ
い
た
い澄
［
水
清
澄
］
と
し
て
日に
つ
き
　暉
［
日
光
］
を
含
め
り
）
―
―
「
秋
日
觀
神
泉
菀
」

８　

池
鏡
無
私
。
万
色
誰
逃
。
山
水
相
映

A
b
B

。（
池
鏡
私
わ
た
く
し

無
し
。
万
色
誰
か
逃
れ
む
［
全
て
が
映
し
出
さ
れ
る
］。
山
水
相あ
ひ

映か
が
や
　く
。）
―
―
「
沙

門
勝
道
歴
山
瑩
玄
珠
碑
幷
序
」

９　

其
南
湖
則
碧
水
澄
鏡
深
不
可
測

A
c
B

。（
其
の
南
湖
に
は
則
ち
碧
水
澄す

め
る
こ
と
鏡
の
ご
と
く
し
て
、
深
さ
測
る
可
か
ら
ず
。）
―
―
「
沙
門

勝
道
歴
山
瑩
玄
珠
碑
幷
序
」

こ
こ
で
は
、
湖
水･

池
面
そ
の
も
の
が
澄
明
な
る
鏡
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
次
の
二
例
は
池
水･

流
水
が
鏡
に
喩
え
ら

れ
る
。10　

深
而
且
廣　

鏡
徹
紺
色

A
d
B

（［
池
水
］
深
く
し
て
且ま
た

廣
し　

鏡
の
ご
と
く
徹と
ほ
っ
て
紺
の
色
な
り
）
―
―
「
大
和
州
益
田
池
碑
銘
幷
序
」

11　

涌
泉
水
鏡
而
表
裏
。
流
水
汎
溢
而
左
右

A
e
B

。（
涌よ
う
せ
ん泉
水み
づ
鏡
の
ご
と
く
し
て
表
裏
な
り
。
流
水
汎は
ん
い
つ溢
し
て
左
右
な
り
。）
―
―
「
綜
藝
種
智

院
式
幷
序
」

ま
た
鏡
を
類
推
さ
せ
る
文
例
に
、
澄
淨
の
水
と
い
う
鏡
の
如
き
自
性
清
浄
円
明
体
に
、
海
印
森
羅
の
影
像
が
映
し
出
さ
れ
る
と

す
る

12　

悟
心
原
故
一
大
之
水
澄
淨
。
澄
淨
之
水
影
落
萬
象

A
f
B

。（
心
原
［
一
心
の
本
源
］
を
悟
る
が
故
に
、
一
大
の
水
澄
淨
な
り
。
澄
淨
の
水
、

萬
象
を
影え

い
ら
く落

す
。）
―
―
『
秘
蔵
宝
鑰
』
第
九
住
心

が
挙
げ
ら
れ
る
。

★
A’　
鏡
を
磨
い
て
物
を
映
す

全
て
の
金
属･

鏡
が
如
実
に
事
物
を
顕
然
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
明
浄
な
る
状
態
に
鏡
を
磨
き
上
げ
る
と
い
う
条
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件
が
付
帯
す
る
。
清
ら
か
に
磨
き
上
げ
て
鏡
面
が
清
浄
明
晰
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
様
々
な
影
像
が
映
現
す
る
と
い
う
文
意
（
当
然
修

行
の
観
念
を
含
意
さ
せ
る
）
の
事
例
は
、

13　

臺
鏡
瑩
磨
俯
應
機
水
者
也

A
g
B

（
臺だ
い
け
い鏡
瑩み
が

き
磨と
　

い
で
機
水
に
俯ふ
　
よ
う應
す
る
者
な
り
［
＝
勝
道
上
人
］）
―
―
「
沙
門
勝
道
歴
山
瑩
玄
珠
碑
幷
序
」

14　

昧
金
照
面
。
必
待
瑩
拂

A
h
B

。（
昧ま
い
き
ん金
［
＝
出
土
し
た
真
金
］
の
面お
も
て
　を
照
ら
す
こ
と
は
、
必
ず
瑩え
い
ふ
つ拂
を

A
i
B

待
つ
。）
―
―
「
爲
藤
真
川
擧
浄
豊
啓
」

15　

欲
知
面
妍
媸
。
不
如
磨
鏡

A
j
B

。（
面お
も
て
　の
妍け
ん
し
　媸
［
美
醜
］
を
知
ら
む
と
欲お
も

は
ば
、
鏡
を
磨
か
ん
に
は
如し
　

か
じ
。）
―
―
「
答
叡
山
澄
法
師
求
理

趣
釋
經
書
」

16　

明
鏡
瑩
淨
妍
蚩
之
像
現
之
。
清
水
澄
湛
大
小
之
相
影
之

A
k
B

。（
明め
い
け
い鏡
瑩み
が

き
淨き
よ

め
つ
れ
ば
妍
蚩
の
像
［
美
醜
の
影
像
］
之
を
現
じ
、
清せ
い
す
い水

澄
み
湛た
た

ふ
れ
ば
大
小
の
相か
た
ち之
に
影う
つ

る
。）
―
―
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
・
十
四
問
答

17　

澄
鏡
則
天
佑
響
應

A
l
B

。（
澄ち
よ
う
け
い鏡
な
る
と
き
は
則
ち
天て
ん
い
う佑
［
仏
の
加
護
］
響ひ
び
き
　の
ご
と
く
に
應
ず
。）
―
―
「
爲
式
部
笠
丞
願
文
」

等
を
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
明
鏡
照
映
の
概
念
は
大
乗
教
理
に
通
底
す
る
も
の
で
、『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
引
用
さ
れ
る
『
大
智

度
論
』
の
、

18　

法
身
常
放
光
明
常
説
法
。
衆
生
有
無
量
劫
罪
垢
厚
重
不
見
不
聞
。
如
明
鏡
淨
水
照
面
則
見
垢
翳
不
淨
則
無
所
見

A
m
B

。（
法

身
は
常
に
光
明
を
放
っ
て
常
に
説
法
し
た
ま
へ
ど
も
、
衆
生
は
無
量
劫
の
罪
垢
厚
重
な
る
こ
と
有
っ
て
、
見
ず
聞
か
ざ
る
こ
と
、
明
鏡
淨
水
の

面お
も
て
　を
照
ら
す
と
き
は
則
ち
見
、
垢
翳
不
淨
な
る
と
き
は
則
ち
所
見
無
き
が
如
し
。）

と
い
う
一
節
に
も
確
認
で
き
る
。

★
Ｂ　
化
粧
道
具

装
身
具
と
し
て
の
鏡
を
、
女
性
の
逝
去
に
関
し
て
故
人
を
偲
ぶ
意
味
合
い
で
用
い
る
事
例
が
、
次
の
二
例
、

19　

誰
期
秋
葉
易
落
夜
燈
忽
暗
。
面
花
不
寫
鵲
鏡
悲

A
n
B

。（
誰
か
期ご
　

せ
ん
、
秋
の
葉
落
ち
易
く
、
夜
の
燈ひ
　

忽
ち
に
暗
か
ら
ん
と
は
。
面
花
寫

ら
ず
し
て
鵲し
や
くの
鏡

A
o
B

悲
し
む
。）
―
―
「
藤
左
近
将
監
爲
先
妣
設
三
七
齋
願
文
」
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20　

紗
窓
朝
鏡
忽
失
照
覧
之
影

A
p
B

。（
紗し
や
そ
う窓
の
朝
の
鏡
忽た
ち
ま
ちに
照
覧
の
影
を
失
ふ
。）
―
―
「
三
島
大
夫
爲
亡
息
女
書
寫
供
養
法
華
經
講
説
表
白
文
」

に
見
出
さ
れ
る
。

「
Ｃ　

祭
祀
に
用
い
ら
れ
る
呪
具
」｢

Ｄ　

太
陽
神
の
象
徴｣

と
い
う
鏡
の
用
法
は
空
海
の
著
作
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

★
Ｅ　
王
者
の
権
威
の
象
徴

皇
帝
の
威
風･
善
政
を
讃
美
す
る
こ
と
に
繋
が
る
神
威
の
鏡
の
事
例
は
以
下
の
通
り
。

21　

能
行
此
五
則
四
序
玉
燭
五
才
金
鏡

A
q
B

。（
能
く
此
の
五［
五
常
＝
仁
義
禮
智
信
］を
行
ず
れ
ば
則
ち
四し
い
し
よ序
玉ぎ
よ
く
し
よ
く
燭
［
四
季
調
和
］し
、五
才［
五

行
］
金き
ん
け
い鏡
な
り
。）
―
―
『
秘
蔵
宝
鑰
』
第
二
住
心

22　

玉
燭
調
和
。
金
鏡
照
耀

A
r
B

。（
玉
燭
調
和
し
、
金
鏡
照し
よ
う
よ
う耀
す
。）
―
―
「
獻
梵
字
幷
雑
文
表
」

金
鏡
が
王
道
の
明
正
な
る
こ
と
を
比
喩
す
る
。
木･

火･

土･

金･

水
の
五
行
が
そ
の
定
位
を
遵
守
し
、
四
季
が
順
和
で
寒
暑

時
宜
を
得
て
天
体
の
運
行
に
不
調
が
無
い
等
の
安
定
し
た
状
態
を
保
つ
こ
と
を
、
明
了
で
一
点
の
曇
り
も
な
い
金
鏡
と
言
い
表
す

の
で
あ
る
。

23　

不
空
叨
承
聖
澤
冀
玉
鏡
之
重
開

A
s
B

。（
不
空
叨み
だ
りに
聖せ
い
た
く澤
を
承
け
て
、玉ぎ
よ
く
き
よ
う
　

鏡
の
重
ね
て
開
か
ん
こ
と
を
冀
ふ
。）―
―『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』

聖
澤
は
唐
の
皇
帝
か
ら
の
恩
沢
、
こ
れ
を
受
け
て
仏
法
が
再
興
を
す
る
こ
と
を｢

玉
鏡
之
重
開｣

と
表
現
す
る
か
ら
、
玉
鏡
は

実
質
的
に
皇
帝
の
徳
の
讃
嘆
表
現
。
た
だ
し
こ
れ
は
不
空
の
文
の
引
用
で
あ
る
。
空
海
の
編
著
『
文
鏡
秘
府
論
』
巻
北
に
皇
帝
讃

美
の
語
彙
表
現
を
集
め
た｢

帝
徳
録｣

が
収
録
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
、

24　

懸
明
鏡
以
高
臨

A
t
B

。（
明
鏡
を
懸か

け
て
以
て
高
く
臨
む
。）

と
い
う
徳
政
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
見
出
さ
れ
る
。

★
G　
手
本
・
規
範
と
し
て
の
鏡

一
般
的
な
手
本
と
い
う
意
味
合
い
で
の｢

鑑｣
｢

鏡｣

の
文
例
は
、
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25　

此
是
密
蔵
人
未
多
解
。
是
故
戈
釣
経
論
今
為
一
手
鏡

A
u
B

。（
此
は
是
れ
密
蔵
な
り
。
人
未
だ
多
く
解さ
と

ら
ず
。
是
の
故
に
経
論
を
弋よ
く
ち
よ
う
　

釣
し

て
合
し
て
一
の
手し
ゆ
け
い鏡
［
指
南
の
書
］
と
為
せ
り
。）
―
―
『
弁
顕
密
二
教
論
』

26　

如
來
明
説
其
差
別
。
是
故
攬
此
龜
鏡
可
簡
得

A
v
B

。（
如
來
明
ら
か
に
其
の
差
別
［
＝
諸
乗
優
劣
］
を
説
き
た
ま
ふ
。
是
の
故
に
此
の
龜

鏡
を
攬と
り

て
簡
得
す
可
し
。）
―
―
『
三
昧
耶
戒
序
』

27　

夏
殷
傾
滅
。
周
漢
興
隆
。
並
之
前
覆
之
龜
鏡
。
後
誡
之
美
風

A
w
B

。（
夏
殷
の
傾
き
滅
び
、
周
漢
の
興
り
隆
ん
な
る
は
、
並
び
に
之
れ

前
覆
の
龜
鏡
、
後
誡
の
美
風
な
り
。）
―
―
『
三
教
指
帰
』

28　

配
卷
軸
於
六
合
、懸
不
朽
於
兩
曜
、名
曰
文
鏡
秘
府
論

A
x
B

。（
卷
軸
を
六
合
に
配
し
、不
朽
を
兩
曜
に
懸
け
、名
づ
け
て
『
文
鏡
秘
府
論
』

と
曰
ふ
。）
―
―
『
文
鏡
秘
府
論
』

29　

今
更
抄
其
要
含
口
上
者
爲
一
軸
握

A
y
B

鏡
可
謂
文
之
眼
筆
之
心

A
z
B

。（
今
更
に
其
［
＝
『
文
鏡
秘
府
論
』］
の
要
の
、
口
上
に
含
む
者
を
抄

し
て
一
軸
の
握
鏡
と
爲
す
。
文
の
眼
、
筆
の
心
と
謂
ふ
可
し
。）
―
―
『
文
筆
眼
心
抄
』

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
特
に
コ
メ
ン
ト
を
付
す
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
文
例
26
は
「
Ｆ　

歴
史
書
」
の
意
味
合

い
を
も
含
み
持
つ
。

「
Ｈ　

心
の
あ
る
べ
き
状
態
と
し
て
の
鏡
」
は
次
節
以
降
の
事
例
検
討
に
包
含
さ
せ
る
。
ま
た
、

★
Ｉ　
隠
れ
た
も
の
の
正
体
を
暴
く
真
実
の
鏡

に
つ
い
て
、
前
節
で
そ
の
典
型
を
紹
介
し
た
が
、
人
間
の
真
実
相
を
鏡
面
に
映
し
出
す
秦
鏡
の
在
り
方
と
は
正
反
対
に
、
鏡
に
映
っ

た
像
は｢

真｣
｢

実
像｣

で
は
な
く
偽
り
で
あ
る

A
{
B

と
喝
破
す
る
文
例
が
空
海
の
テ
ク
ス
ト
に
散
見
さ
れ
る
。

30　

團
團
水
鏡
空
而
假　

灼
灼
空
花
亦
不
真

A
|
B

。（
團だ
ん
だ
ん團
た
る
水
鏡
は
空
に
し
て
假け
　

な
り　

灼し
や
く
し
や
く
　

灼
た
る
空く
う
げ
　花
は
亦
た
真
に
あ
ら
ず
）
―
―
「
故

贈
僧
正
勤
操
大
徳
影
之
讃
幷
序
」

31　

桂
影
團
團
寥
廓
飛　

千
河
万
器
各
分
暉　

法
身
寂
寂
大
空
住　

諸
趣
衆
生
互
入
歸　

水
中
圓
鏡
是
偽
物　

身
上
吾
我
亦
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復
非

A
}
B

。（
桂け
い
え
い影
［
月
］
團
團
と
し
て
寥り
よ
う
か
く廓
［
虚
空
］
に
飛
ぶ　

千
河
万
器
各
お
の
お
の

暉ひ
か
り
　を
分
か
つ　

法
身
寂
寂
と
し
て
大
空
に
住
す　

諸
趣
の
衆

生
互
に
入
歸
す　

水
中
の
圓
鏡
は
是
れ
偽い
つ
は
　れ
る
物　

身
の
上
の
吾わ

れ我
も
亦ま
た
ま
た復
非
な
り
）
―
―
「
詠
水
月
喩
」

こ
の
詩
で
は
、
虚
空･

大
空
に
浮
か
ぶ
月
を
法
身
と
し
、
月
影
が
差
し
て
地
上
の
あ
ら
ゆ
る
河
川･

池
水
や
大
小
の
器
に
月
の

映
像
を
分
か
ち
宿
す
状
況
を
設
定
す
る
。
当
然｢

仏
＝
月｣

と
い
う
真
実
在
は
地
上
と
は
隔
絶
し
た｢

空｣

の
領
域
に
あ
る
の
で
、

水
鏡
の
中
の
月
は
法
身
の
分
身
の
徳
を
具
す
も
の
の
、｢

真｣

で
は
な
く｢

偽
り｣

の
影
像
で
あ
り
、
そ
れ
を
眺
め
る
主
体｢

吾
我｣

の
身
体
と
自
我
は
実
体
の
な
い
も
の
だ
と
諭
す
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
般
若
経
典
の｢

解
了
諸
法
如
幻
如
焔
如
水
中
月
如
虚
空
如
響

如
揵
闥
婆
城
如
夢
如
影
如
鏡
中
像
如
化

A
~
B｣

や｢

虚
妄
不
實
空
無
所
有
不
自
在
相
。
譬
如
陽
焔
光
影
水
月
鏡
中
像
等

A
�
B｣

と
い
う
経
文

を
典
拠
と
す
る
空
思
想
の
系
譜
に
連
な
る
認
識
態
度
で
あ
る
。
真
理
を
如
実
に
顕
現
す
る
呪
力
と
、
鏡
中
の
映
像
は
偽
り
の
虚
像
に

過
ぎ
な
い
と
す
る
空
観
の
、
両
立
し
得
な
い
要
素
が
空
海
の
著
作
に
流
入
し
て
い
る
こ
と
を
予
め
了
解
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

鏡
像
の
矛
盾
す
る
性
格
、
現
代
風
に
言
え
ば
自
己
同
一
性
危
機
を
惹
起
す
る
幻
惑
を
空
海
自
身
が
よ
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
、

次
の
、32　

我
見
鏡
中
吾
又
在
鏡　
吾
非
我
是
何
真

û
A
£

（
我
れ
鏡
中
を
見
れ
ば
吾
れ
又
鏡
に
在
り　
吾
れ
我
れ
に
非
ず
是
れ
何い
づ
れ
　か
真
）
―
―
「
鏡
詩
」

に
読
み
取
れ
る
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｊ
か
ら
Ｍ
の
、
破
邪･

魔
除
け･

辟
邪･
鎮
魂･

未
来
予
知･

招
福
と
い
う
鏡
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
空
海
の
著

作
に
は
確
認
で
き
な
い
。
本
節
の
最
後
に
、

★
Ｕ　
採
火
・
取
水
の
器
：
陽
燧
と
方
諸

の
事
例
を
掲
げ
る
。

33　

方
諸
招
水
則
父
子
相
親

û
B
£

。（
方ほ
う
し
よ諸
水
を
招
け
ば
則
ち
父
子
相あ
ひ

親
し
む
）。
―
―
『
秘
蔵
宝
鑰
』
第
一
住
心

方
諸
が
月
か
ら
水
を
招
来
す
る
如
く
、
父
子
は
自
ず
と
本
能
的
に
相
い
親
し
む
道
理
で
あ
る
と
説
く
句
で
、
方
諸
と
月
の
感
応
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を
父
子
の
相
親
に
喩
え
る
。

34　

曦
和
麗
天
。
圓
鏡
引
而
焔
發
。
月
殿
雲
表
。
方
諸
召
而
水
流

û
C
£

。（
曦ぎ
　
か
　和
［
太
陽
神
］
天
に
麗つ

け
れ
ど
も
、
圓
鏡
引
い
て
焔ほ

の
を發

す
。

月
殿
雲
の
表ほ
か

な
れ
ど
も
、
方
諸
召
い
て
水
流
る
。）
―
―
「
爲
管
平
章
事
願
文
」

炎
を
発
火
さ
せ
る
円
鏡
が
陽
燧
を
指
す
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
陽
燧
と
方
諸
の
組
み
合
わ
せ
は
、『
抱
朴
子
』
や
『
淮
南
子

û
D
£

』

の
記
述
か
ら
直
接
採
っ
た
と
も
、『
大
日
経
疏
』
の｢

如
方
諸
向
月
而
水
降
。
圓
鏡
向
日
而
火
生

û
E
£

」
を
参
照
し
た
と
も
、
両
方
の
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

四　

空
海
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る｢

鏡｣

の
諸
相
：
②
仏
の
智
慧

本
節
で
は
、
鏡
を
仏
の
さ
と
り
の
境
界･

仏
の
智
慧
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
用
い
る
事
例
を
集
中
的
に
紹
介
す
る
。
既
に
指
摘
し

て
い
る
通
り
、
仏
教
教
理
で
は｢

鏡｣
は
仏
智
の
半
ば
術
語
化
し
た
定
型
表
現
で
は
あ
る
も
の
の
、
月
並
み
な
語
彙
と
一
括
り
せ

ず
に
、
丁
寧
に
拾
い
上
げ
る
。

ま
ず
明
鏡
止
水
に
端
的
に
言
い
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

★
Ｈ　
心
の
本
来
あ
る
べ
き
状
態
＝
鏡

の
文
例
を
見
る
。

35　

遠
而
不
遠
即
我
心
。
絶
之
不
絶
是
吾
性
。
水
清
則
不
到
而
到
。
鏡
瑩
則
不
得
而
得

û
F
£

。（
遠
く
し
て
遠
か
ら
ざ
る
は
即
ち
我
が
心

な
り
。
絶
へ
て
絶
へ
ざ
る
は
是
れ
吾
が
性
な
り
。
水
清す

む
と
き
は
則
ち
到
ら
ず
し
て
到
り
、
鏡
瑩み
が

く
と
き
は
則
ち
得
ず
し
て
得
。）
―
―
「
天
長

皇
帝
爲
故
中
務
卿
親
王
捨
田
及
道
場
支
具
入
橘
寺
願
文
」

こ
こ
に
は
心
と
清
水
と
明
鏡
が
等
号
で
結
ば
れ
、
澄
明
清
浄
な
る
状
態
に
心
を
保
つ
べ
き
理
想
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大
乗
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教
理
で
言
う
自
性
清
浄
心
に
類
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
実
際
に
空
海
は
『
法
華
経
開
題
』
で
衆
生
本
具
の
清
浄
な
る
心
を
円
鏡
に

擬
え
て
い
る
。

36　

何
故c

娑
字
門
照
於
諸
法
。
謂
本
性
淸
淨
故
。
本
性
淸
淨
者
衆
生
本
来
淸
淨
之
心
。
此
淸
淨
心
。
猶
如
圓
鏡
無
垢
能
現

諸
色
像

û
G
£

。（
何
ん
が
故
に
かc

娑
字
門
は
諸
法
を
照
ら
す
や
。
謂
く
本
性
淸
淨
な
る
が
故
に
。
本
性
淸
淨
と
は
衆
生
本
来
淸
淨
の
心
な
り
。
此

の
淸
淨
心
は
猶
し
圓
鏡
の
垢
無
く
し
て
能
く
諸
の
色
像
を
現
ず
る
が
如
し
。）

か
く
の
如
く
、
一
切
衆
生
の
心
の
本
来
あ
る
べ
き
状
態
を
清
浄
円
明
の
鏡
と
観
想
す
る
修
道
体
系
の
中
で
、
衆
生
と
仏
が
平
等

不
二
で
あ
る
と
い
う
如
来
蔵
思
想
を
基
底
と
し
て
、｢

仏
智
＝
円
鏡･

明
鏡
の
心｣

の
概
念
が
定
立
さ
れ
る
。

★
Ｎ　
悟
り
の
智
慧･
仏
智
と
し
て
の
鏡

の
表
現
は
、
空
海
の
テ
ク
ス
ト
に
頻
発
す
る
。

37　

大
仙
圓
智
略
有
五
十
三
焉

û
H
£
（
大
仙
［
仏
］
の
圓
智
に
略
し
て
五
十
三
有
り
）
―
―
「
遊
山
慕
仙
詩
」

38　

見
池
中
圓
月
。
知
普
賢
之
鏡
智
。
仰
空
裡
慧
日
。
覺
遍
智
之
在
我

û
I
£

。（
池
中
の
圓
月
を
見
て
は
普
賢
の
鏡
智
を
知
り
、
空
裡
の
慧

日
を
仰
ぎ
て
は
遍
智
の
我
に
在
る
を
覺
る
。）
―
―
「
沙
門
勝
道
歴
山
瑩
玄
珠
碑
幷
序
」

39　

早
得
無
我
大
我
。
大
我
則
毘
盧
舎
那
之
別
名
。
於
自
心
鏡
中
觀
真
言
大
我

û
J
£

。（［
行
者
］
早
く
無
我
の
大
我
を
得
。
大
我
は
則
ち

毘
盧
舎
那
の
別
名
な
り
。
自
心
の
鏡
中
に
於
て
真
言
の
大
我
を
觀
ず
。）
―
―
『
梵
網
経
開
題
』

三
密
瑜
伽
で
入
我
我
入
を
果
た
す
こ
と
を
こ
こ
で
は
大
我
＝
毘
盧
遮
那
を
得
る
と
記
す
が
、
そ
れ
を
自
心
の
鏡
中
に
見
出
す
と

い
う
の
は
、
則
ち
〈
自
心
＝
鏡
＝
曼
荼
羅
＝
仏
智
の
顕
現
〉
の
平
等
無
二
を
証
得
す
る
即
身
成
仏
の
成
就
を
意
味
す
る
。

先
に｢

真
言
の
大
我｣

と
表
明
さ
れ
る
大
日
如
来
の
徳
智
開
顕
は
、
空
海
の
諸
テ
ク
ス
ト
で
は
具
体
的
に
円
鏡･

明
鏡･

月
鏡･

智
鏡
と
い
う
熟
語
を
以
て
、
明
証
的
に
配
置
さ
れ
る
。

40　

一
乗
甘
露
灌
頂
佛
種
。
開
慧
眼
見
不
生
。
敷
心
蓮
鍳
圓
鏡

û
K
£

。（
一
乗
の
甘
露
頂
い
た
だ
きに
佛
種
を
灌そ
そ

が
む
。
慧
眼
を
開
き
て
不
生
を
見
、
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心
蓮
を
敷ひ
ら
ひ
　て
圓
鏡
に
鑒か
ん
が
　み
む
。）
―
―
「
爲
弟
子
僧
真
境
設
亡
考
七
七
斎
願
文
」

41　

遮
耶
遺
體
懸
圓
鏡
以
遠
照
。
是
以
大
日
如
来
坐
法
界
而
照
機
。
住
秘
宮
而
投
藥

û
L
£

。（
遮
耶
の
遺
體
は
圓
鏡
を
懸
け
て
以
て
遠
く

照
す
。
是
を
以
て
大
日
如
来
は
法
界
に
坐
し
て
機
を
照
し
秘
宮
に
住
し
て
藥
を
投
ず
。）
―
―
『
大
日
経
開
題
（
大
毗
盧
遮
那
）』

42　

焉
我
大
師
薄
伽
梵
大
悲
毗
盧
遮
那
三
昧
耶
雲
海
普
遍
法
界
。
毗
鉢
舎
圓
鏡
常
寂
鑒
照
。
観
察
佛
恵
本
具
衆
生
心
。
悲
嘆

衆
生
不
曾
見
心
佛

û
M
£

。（
こ
こ
に
我
が
大
師
薄
伽
梵
大
悲
毗
盧
遮
那
は
、
三
昧
耶
の
雲
海
普あ
ま
ね
　く
法
界
に
遍
じ
、
毗び
　
ば
　
し
や

鉢
舎
の
圓
鏡
常じ
よ
う
じ
や
く
　

寂
に
し
て

鑒か
ん
し
よ
う
　

照
す
。
佛
恵
本も
と

よ
り
衆
生
の
心
に
具
せ
り
と
観
察
し
、
衆
生
の
曾
て
心
佛
を
見
ざ
る
こ
と
を
悲
嘆
す
。）
―
―
『
大
日
経
開
題
（
三
密
法
輪
）』

43　

衆
生
三
密
潔
白
分
明
故
。
此
淸
淨
三
密
猶
如
圓
鏡
無
垢
能
現
諸
色
像

û
N
£

。（
衆
生
の
三
密
は
潔
白
分
明
な
る
が
故
に
。
此
の
淸
淨
の

三
密
は
猶
し
圓
鏡
の
垢
無
く
し
て
能
く
諸
の
色
像
を
現
ず
る
が
如
し
。）
―
―
『
法
華
経
釋
』（
文
例
36
に
類
似
）

こ
れ
ら
に
表
明
さ
れ
る
衆
生
の
自
性
清
浄
な
る
三
密
は
、
真
言
教
理
で
は
本
尊
の
三
密
と
即
同
と
説
か
れ
る

û
O
£

が
故
に
、
円
鏡
な

る
衆
生
三
密
は
結
局
大
日
如
来
の
三
密
の
形
容
と
測
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
明
鏡
の
文
例
は
、

44　

如
智
法
王
乗
於
大
悲
轝
出
自
法
界
宮
。
打
五
蔵
法
鼓
令
驚
覺
五
智
之
在
己
。
懸
三
密
明
鏡
使
徹
視
三
點
之
非
他

û
P
£

。（
如
智

の
法
王
［
大
日
如
来
］
大
悲
の
轝こ
し

に
乗
っ
て
法
界
宮
よ
り
出
で
て
五
蔵
の
法
鼓
を
打
ち
、
五
智
の
己お
の
れ
　に
在
る
こ
と
を
驚
覺
せ
し
め
、
三
密
の
明

鏡
を
懸
け
て
三
點
［
法
身･

般
若･

解
脱
］
の
他
に
非
ざ
る
こ
と
を
徹
視
せ
し
む
。）
―
―
『
大
日
経
開
題
（
今
釈
此
経
）』

45　

此
是
十
喩
詩
。
修
行
者
之
明
鏡
。
求
佛
人
之
舟
筏

û
Q
£

。（
此
れ
是
の
十
喩
の
詩
は
、修
行
者
の
明
鏡
、求
佛
の
人
の
舟せ
ん
ば
つ筏
な
り
。）
―
―
「
詠

十
喩
詩
」

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
44
の
「
三
密
明
鏡
」
は
大
日
如
来
の
宣
布
す
る
教
え
、
則
ち
密
教
の
シ
ノ
ニ
ム
と
し
て
用
い
ら
れ
、
45
も
真

言
行
人
の
依
拠
す
べ
き
教
法
の
意
味
合
い
で
明
鏡
と
表
明
さ
れ
て
い
る
。
如
来
五
智
と
鏡
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
に
ま
と
め
て
取

り
扱
う
。
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46　

月
鏡
盈
盈
。
忽
逍
遥
金
剛
之
月
殿
。
日
輪
赫
赫
。
速
放
曠
蓮
臺
之
日
宮

û
R
£

。（
月
鏡
盈え
い
え
い盈
［
満
ち
る
こ
と
］
と
し
て
忽
ち
に
金
剛

の
月
殿
に
逍
遥
し
、
日
輪
赫か
く
か
く赫
と
し
て
速
や
か
に
蓮
臺
の
日
宮
に
放は
う
か
う曠
せ
む
。）
―
―
「
笠
大
夫
奉
爲
先
妣
奉
造
大
曼
荼
羅
願
文
」

こ
の
文
例
で
は｢

月
鏡･

金
剛
の
月
殿｣

と｢

日
輪･

蓮
臺
の
日
宮｣

が
、そ
れ
ぞ
れ
金
剛
界･

胎
蔵
界
の
両
部
に
配
当
さ
れ
て
お
り
、

澄
明
な
る
満
月
を
通
し
て
仏
境
界
に
渉
入
す
る
五
相
成
身
の
金
剛
界
観
法
を
月
鏡
が
象
徴
す
る
。

太
陽
と
月
を
セ
ッ
ト
で
取
り
扱
う
文
例
と
し
て
、

47　

遍
明
者
圓
寂
之
本
［
中
略
］
日
燈
擎
空
唯
除
一
天
之
。
月
鏡
懸
漢
誰
作
三
千
之
明

û
S
£

。（
遍へ
ん
み
よ
う
　

明
は
圓
寂
の
本も
と

な
り
。［
中
略
］
日
燈

空
に
擎さ
さ

げ
て
唯た
だ

一
天
の
暗
を
除
き
、
月
鏡
漢そ
ら

に
懸
げ
て
誰
か
三
千
の
明
を
作な

さ
む
。）
―
―
「
高
野
山
萬
燈
會
願
文
」

も
挙
げ
ら
れ
る
。
日
燈
と
月
鏡
は
当
然
大
日
如
来
の
徳
智
の
は
た
ら
き
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

智
鏡
の
事
例
を
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
。

48　

智
鏡
處
心
。
無
縁
則
闕
利
物
之
力

û
T
£

。（
智
鏡
心
に
處し
よ

す
れ
ど
も
、
縁
無
き
と
き
は
則
ち
利
物
の
力
を
闕か

く
。）
―
―
「
和
氣
夫
人
於
法
華

寺
奉
入
千
燈
料
願
文
」

49　

字
字
法
身
引
盈
盈
之
月
曜
。
句
句
本
尊
熾
爀
爀
之
日
光
。
懸
智
鏡
於
心
臺
。
嘗
醍
醐
于
寶
殿

û
U
£

。（
字
字
の
法
身
、
盈え
い
え
い盈
た
る

月
曜
を
引
き
、
句
句
の
本
尊
、
爀か
く
か
く爀
た
る
日
光
を
熾さ
か
り
　に
せ
む
。
智
鏡
を
心
臺
に
懸
け
、
醍
醐
を
寶
殿
に
嘗な

め
ん
。）
―
―
「
葛
木
参
軍
設
先
考
忌

齋
願
文
」

文
例
46
に
類
似
し
て
月
と
日
輪
、
心
蓮
台
と
金
剛
宝
殿
が
対
比
的
に
読
み
込
ま
れ
て
い
る
。
対
句
の
構
造
と
し
て
、
月
が
智
鏡

に
対
応
す
る
か
ら
、
容
易
に
月
鏡
＝
智
鏡
の
同
定
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
文
例
46
と
は
異
な
り
、
こ
こ
で
は
月
＝
智
鏡
が
胎

蔵
界
の
理
法
身
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。

50　

褰
妄
霧
以
覩
大
日
。
懐
智
鏡
以
照
實
相

û
V
£

。（
妄
霧
を
褰か
か

げ
て
以
て
大
日
を
覩み

、
智
鏡
を
懐い
だ

い
て
以
て
實
相
を
照
ら
さ
む
。）
―
―
「
爲

田
少
弐
設
先
妣
忌
齋
願
文
」
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大
日
如
来
の
智
慧
に
つ
い
て
、
そ
の
さ
と
り
の
境
界
で
能
照
が
智
鏡
、
所
照
が
諸
法
実
相
と
表
明
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。

51　

至
如
大
日
遍
照
法
界
。
智
鏡
高
鑒
霊
臺
。
内
外
之
障
悉
除
。
自
他
光
普
擧

û
W
£

。（
大
日
遍
く
法
界
を
照
ら
し
、
智
鏡
高
く
霊
臺
を

鑒か
ん
が
みる
が
如
き
に
至
っ
て
は
、
内
外
の
障さ
は
り

悉
く
除
き
、
自
他
の
光ひ
か
り

普
ね
く
擧あ

ぐ
。）
―
―
「
高
野
山
萬
燈
會
願
文
」（
文
例
47
の
続
き
）

こ
こ
で
は
、
大
日
如
来
と
智
鏡
が
全
く
の
同
レ
ベ
ル
で
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
光
り
輝
く
智
慧
の
円
明
な
る
鏡
が
大
毘
盧
遮
那

の
理
智
不
二
法
身
そ
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
当
然
な
が
ら
、
密
教
的
五
智
五
仏
の
思
想
に
基
づ
く
同
定
で
あ

る
。

★
O　
大
円
鏡
智･

五
智
の
概
念

ま
ず
五
智
と
智
鏡
が
述
べ
ら
れ
る
文
を
ま
と
め
る
。

52　

三
蔵
敎
海
。
波
濤
脣
吻
。
五
部
觀
鏡
。
照
曜
霊
臺

û
X
£

。（
三
蔵
の
敎
海
、脣し
ん
ぷ
ん吻
に
波は
　
と
う濤
し
、五
部
の
觀
鏡
、霊れ
い
だ
い臺
に
照
曜
す
。）
―
―
「
恵

果
和
尚
之
碑
文
」

師
の
恵
果
阿
闍
梨
の
仏
道
修
学
の
広
汎
甚
深
な
る
こ
と
を
述
べ
る
句
で
、
仏
蓮
金
宝
羯
五
部
の
奥
義
に
達
す
る
こ
と
を｢

五
部

觀
鏡
照
曜
霊
臺｣

と
称
揚
し
て
い
る
。

53　

幽
顯
同
福
併
鑒
本
有
之
五
鏡
。
常
沐
佛
護
鎮
遊
法
菀

û
Y
£

。（
幽
顯
［
幽
明
］
福
を
同
じ
く
し
て
併し
か
し
　な
が
ら
［
悉
く
の
意
］
本
有
の
五
鏡

を
鑒か
ん
が
　み
、
常
に
佛
護
に
沐
し
て
鎮
と
こ
し
なへ
に
法
菀
［
仏
国
土
］
に
遊
ば
し
む
。）
―
―
「
東
太
上
爲
故
中
務
親
王
造
刻
檀
像
願
文
」

嵯
峨
上
皇
が
伊
予
親
王
の
鎮
魂
の
た
め
に
開
い
た
法
要
の
願
文
で
、
衆
生
に
本
来
具
有
さ
れ
る
仏
性
を
五
鏡
と
表
現
す
る
。
そ

れ
は
則
ち
普
賢
大
菩
提
心
と
し
て
の
金
剛
界
五
智
で
あ
る
。

54　

乗
蓮
金
體
懸
五
鏡
而
獨
尊
。
覺
眼
玉
豪
呑
六
大
搆
相

û
Z
£

。（
乗
蓮
の
金
體
は
五
鏡
［
五
智
］
を
懸
け
て
獨
尊
な
り
、
覺
眼
の
玉
豪

û
[
£

は
六

大
を
呑
ん
で
相
を
搆
ふ
。）
―
―
「
済
恩
寺
願
文
」

五
鏡
に
比
定
さ
れ
る
五
智
の
中
で
、
特
に
円
明
な
る
仏
智
と
強
調
さ
れ
る
の
が｢
大
圓
鏡
智｣

で
あ
る
。
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55　

恐
是
歎
佛
五
智
徳
耳
。
就
中
初
句
歎
大
圓
鏡
智

û
\
£

。（
恐
ら
く
は
是
れ
佛
の
五
智
の
徳
を
歎
ず
る
の
み
。
中
に
就
て
初
め
の
句
は
大
圓

鏡
智
を
歎
ず
。）
―
―
『
真
実
経
文
句
』

大
圓
鏡
智
を
含
ん
で
、
仏
の
五
智
を
列
挙
し
て
定
義
す
る
テ
ク
ス
ト
は

56　

謂
五
智
者
。
一
大
圓
鏡
智
。
二
平
等
性
智
。
三
妙
觀
察
智
。
四
成
所
作
智
。
五
法
界
體
性
智
。
則
是
五
方
佛
也
。
如
次

東
南
西
北
中
配
知
之

û
]
£

。（
謂
く
五
智
と
は
、
一
に
は
大
圓
鏡
智･

二
に
は
平
等
性
智･

三
に
は
妙
觀
察
智･

四
は
成
所
作
智･

五
に
は
法
界

體
性
智
な
り
。
則
ち
是
れ
五
方
の
佛
な
り
。
次
の
如
く
東
南
西
北
中
に
配
し
て
之
を
知
れ
。）
―
―
『
十
住
心
論
』
巻
十
及
び
『
弁
顕
密
二
教
論
』：

『
瑜
祇
経
』
経
文
へ
の
割
注

57　

云
何
五
智
。
謂
一
者
大
圓
鏡
智
。
二
者
平
等
性
智
。
三
者
妙
觀
察
智
。
四
者
成
所
作
智
。
五
者
法
界
體
性
智
。
從
此
五

智
流
出
三
十
七
智
一
百
二
十
八
智
乃
至
十
佛
刹
微
塵
數
不
可
説
不
可
説
一
切
智
智

û
^
£

。（
云
何
が
五
智
。
謂
く
一
に
は
大
圓
鏡
智
、

二
に
は
平
等
性
智
、
三
に
は
妙
觀
察
智
、
四
に
は
成
所
作
智
、
五
に
は
法
界
體
性
智
な
り
、
此
の
五
智
從
り
三
十
七
智･

一
百
二
十
八
智
乃
至

十
佛
刹
微
塵
數
不
可
説
不
可
説
の
一
切
智
智
を
流
出
す
。）
―
―
『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釋
義
』

等
の
文
例
を
指
摘
で
き
る
。
五
智
が
い
か
に
密
教
教
理
の
枢
要
に
位
置
す
る
か
は
、
五
智
が
五
仏
に
配
当
さ
れ
て
、
こ
こ
か
ら
一

切
智
智
が
流
出
す
る
と
説
か
れ
る
根
源
性
に
見
て
取
れ
る
。『
金
剛
頂
経
開
題
』
に
は｢

密
義
五
智
佛
名
一
切
如
来
［
中
略
］
此
五

佛
則
諸
佛
之
本
體
諸
法
之
根
源

û
_
£｣

と
説
か
れ
て
、
五
仏
と
一
切
如
来
と
の
等
同
が
強
調
さ
れ
る
が
、
五
仏
＝
一
切
智
智
＝
一
切
如

来
で
あ
る
と
は
こ
れ
が
大
日
如
来
の
内
実
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、そ
の
五
仏
の
具
体
は
、『
秘
藏
宝
鑰
』所
引
の『
菩

提
心
論
』
三
摩
地
段
の
文
、

58　

於
三
十
七
尊
中
。五
方
佛
位
各
表
一
智
也
。東
方
阿
閦
佛
由
成
大
圓
鏡
智
亦
名
金
剛
智
也
。南
方
寶
生
佛
由
成
平
等
性
智
。

亦
名
灌
頂
智
也
。
西
方
阿
弥
陀
佛
由
成
妙
觀
察
智
。
亦
名
蓮
花
智
亦
名
轉
法
智
。
北
方
不
空
成
就
佛
由
成
成
所
作
智
。
亦

名
羯
磨
智
也
。
中
方
毗
盧
遮
那
佛
由
成
法
界
智
為
本

û
`
£

。（
書
き
下
し
省
略
）
―
―
『
秘
蔵
宝
鑰
』
第
十
住
心
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に
よ
っ
て
、
阿
閦･

宝
生･

阿
弥
陀･

不
空
成
就･

毘
盧
遮
那
が
東
南
西
北
中
に
配
置
さ
れ
て
五
智
を
体
現
す
る
真
言
教
理
と
し

て
定
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

金
剛
界
曼
荼
羅
の
基
本
構
造｢

五
解
脱
輪

û
a
£｣

は
、
大
日
如
来
の
徳
智
が
五
智
五
仏
の
形
態
を
以
て
投
影
さ
れ
る
フ
ラ
ク
タ
ル
図

形

û
b
£

で
あ
る
が
、
こ
れ
が
五
枚
の
円
鏡
を
並
べ
た
構
図
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
直
覚
的
に
認
知
さ
れ
得
る
。
こ
の
五
智
五
仏
を
根

源
と
す
る
金
剛
界
に
あ
っ
て
、
金
剛
部
の
仏
智
（
＝
金
剛
智
）
が
大
圓
鏡
智
の
名
を
持
つ
こ
と
は
感
覚
的
に
明
証
性
を
備
え
る
と
判

断
で
き
る
。
円
鏡･
明
鏡･

月
鏡･

智
鏡
と
様
々
に
換
言
で
き
る
仏
の
智
慧
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
教
理
的
に
は
大
日
如
来
の
金
剛
智

＝
大
円
鏡
智
に
統
合
さ
れ
、
そ
れ
は
凡
聖
不
二
の
原
則
か
ら
衆
生
本
具
の
菩
提
心
に
潜
在
す
る
五
鈷
金
剛
杵
形
の
五
智
＝
仏
性･

如
来
蔵

û
c
£

と
理
解
さ
れ
る
。
真
言
行
者
は
普
賢
大
菩
提
心
を
開
発
す
る
金
剛
薩
埵
に
同
体
化
し
な
が
ら
、
大
日
如
来
の
さ
と
り
へ
と

上
求
菩
提
の
道
程
を
進
む
が
、
そ
の
最
初
の
一
歩
が
金
剛
部
の
金
剛
智･

大
円
鏡
智
の
加
被
を
蒙
っ
て
の
勇
進
で
あ
る
こ
と
は
、

大
変
象
徴
的
で
あ
る
。

大
円
鏡
智
と
い
う
表
現
を
空
海
テ
ク
ス
ト
に
探
索
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
事
例
に
出
会
う
。

59　

大
菩
提
心
普
賢
滿
月
〈
大
圓
鏡
智
也

û
d
£

〉
―
―
『
十
住
心
論
』
巻
十
及
び
『
弁
顕
密
二
教
論
』：『
瑜
祇
経
』
経
文
と
割
注

60　

適
以
印
密
言
印
心
成
大
圓
鏡
智
速
獲
菩
提
心
金
剛
堅
固
體

û
e
£

。（
適ま
さ

に
印
・
密
言

û
f
£

を
以
て
心む
ね

を
印
す
れ
ば
大
圓
鏡
智
を
成
じ
て
、

速す
み
や
　か
に
菩
提
心
金
剛
堅
固
の
體
を
獲う

。）
―
―
『
即
身
成
仏
義
』

61　

阿
閦
則
觀
音
圓
鏡
自
性
金
剛
智

û
g
£

。（
阿
閦
は
則
ち
觀
音
の
圓
鏡
自
性
の
金
剛
智
な
り
。）
―
―
『
法
華
経
開
題
（
殑
河
女
人
）』

62　

顯
示
果
円
滿
者
。
大
円
鏡
智
分
明
現
前
乃
至
平
等
虚
空
一
相
無
相

û
h
£

。（
果
円
滿
者
を
顯
示
す
。
大
円
鏡
智
分
明
に
現
前
し
て
乃
至

平
等
虚
空
に
し
て
一
相
無
相
な
り
。）
―
―
『
釈
論
指
事
』

63　

第
二
阿
閦
鞞　

智
依
圓
鏡
所　

初
方
作
部
尊　

遂
号
金
剛
部

û
i
£

。（
第
二
に
阿
閦
鞞
、
智
は
圓
鏡
の
所
に
依
り
、
初
方
に
部
尊
と

作な

っ
て
遂
に
金
剛
部
と
号
す
。）
―
―
『
宗
秘
論
』
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64　

微
細
住
自
然
者
。
金
剛
自
性
大
圓
境
智
阿
閦
佛
是

û
j
£

。（
微
細
住
自
然
と
は
金
剛
自
性
大
圓
境
智
阿
閦
佛
是
れ
な
り
。）
―
―
『
金
剛

頂
経
開
題
』

菩
提
心･

満
月･

金
剛
堅
固･

果
円
満･

明
月･

金
剛
部
と
い
っ
た
仏
の
功
徳
に
大
円
鏡
智
が
結
び
つ
け
ら
れ
、
果
分
の
円
満

仏
智
を
示
す
鍵
概
念
と
し
て
大
円
鏡
智
が
空
海
に
用
い
ら
れ
る

û
k
£

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

五　

空
海
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る｢

鏡｣

の
諸
相
：
③
成
仏
へ
の
回
路
「
円
鏡
力
故
実
覚
智
」

本
稿
の
最
後
に
、
五
仏
五
智
の
大
円
鏡
智
の
概
念
を
受
け
て
、
鏡
が
即
身
成
仏
の
実
践
に
大
き
く
関
与
す
る
事
例
を
検
討
す
る
。

★
Ｐ　
行
者
に
授
与
す
る
灌
頂
具
と
し
て
の
鏡

こ
の
文
例
は
、
唯
一
『
宗
秘
論
』
の
、

65　

灌
頂
有
多
般　

五
種
最
殊
要
。
寶
冠
潔
繒
綵　

光
明
与
名
号　

金
瓶
盛
海
水
。　

授
鏡
為
表
心
。
心
静
見
如
来　

似
鏡

貪
明
妙

û
l
£

。（
灌
頂
に
多
般
有
り
、
五
種
最
も
殊し
ゆ
よ
う要
な
り
。
寶
冠
と
潔
繒そ
う
さ
い綵
と
光
明
と
名
号
と
、
金
瓶
に
海
水
を
盛
る
と
な
り
。
鏡
を
授
く
る
は

為こ
れ

心
を
表
す
。
心
静
ま
れ
ば
如
来
を
見
た
て
ま
つ
る
こ
と
、
鏡
に
明め
い
み
や
う
　

妙
を
貪
る
に
似
た
り
。）

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
観
法
を
鏡
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
事
例
は
、

66　

鏡
喩
觀
法
文

û
m
£　

―
―
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
文
次
第
』［
第
十
九
巻
］

に
確
か
め
ら
れ
得
る
。
事
相
の
次
第
や
観
法
の
具
体
に
触
れ
る
事
は
空
海
の
著
作
で
は
極
め
て
稀
で
あ
る
か
ら
、
事
例
の
少
な
さ

は
意
外
で
は
な
い
。
前
節
で
論
じ
た
智
鏡･

大
円
鏡
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
仏
境
界
へ
の
速
や
か
な
到
達
を
確
言
す
る
空
海
密
教
で
は
、

必
要
不
可
欠
の
跳
躍
台
の
役
割
を
果
た
す
。
こ
こ
で
は

★
Ｑ　
悟
り
の
場
・
悟
り
へ
の
回
路
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と
範
疇
化
で
き
る
、
即
身
成
仏
と
鏡
の
関
係
性
を
見
る
。

「
爲
亡
弟
子
智
泉
達
嚫
文
」
に
は
早
逝
し
た
股
肱
の
弟
子
智
泉
に
対
し
、
法
施
と
し
て
智
泉
が
体
得
し
た
密
教
の
精
髄
を
語
り

か
け
る
誠
に
感
動
的
な
一
節
が
存
す
る
。
そ
こ
で
も
、
鏡
は
大
日
如
来
と
密
接
な
関
係
を
具
す
、
特
別
な
法
力
の
象
徴
と
し
て
智

火
と
共
に
言
及
さ
れ
る
。

67　

法
界
三
昧
汝
久
修
習
。
遮
那
四
秘
汝
亦
游
泳
。
觀
月
鏡
於
心
蓮
。
燒
妄
薪
於
智
火
。
我
則
金
剛
我
則
法
界
。
三
等
真
言

加
持
故
。
五
相
成
身
妙
觀
智
力
。
即
身
成
佛
即
心
曼
荼

û
n
£

。（
法
界
の
三
昧
は
汝
［
智
泉
］
久
し
く
修
習
［
修
行
持
念
］
す
。
遮し
や
な
　那
の

四し
　
ひ
　秘
［
四
智
印
］
は
汝
亦
た
游
泳
す
。
月
鏡
［
本
有
大
日
如
来
の
理
法
身
＝
阿
字
＝
満
月
輪
］
を
心し
ん
れ
ん蓮
に

û
o
£

観
じ
、妄も
う
し
ん薪
［
煩
悩
］
を
智ち
　
か
　火
に

û
p
£

焼
く
。

我
則
ち
金
剛
［
金
薩
］、
我
則
ち
法
界
。
三
等
の
真
言
加
持
の
故
に
、
五
相
成
身   

妙
観
智
力
［
妙
観
察
智
の
力
］
を
も
て
、
即
身
成
佛
し
即

心
の
曼
荼
な
り
。）
―
―
「
爲
亡
弟
子
智
泉
達
嚫
文
」

全
体
が
厳
格
な
対
句
に
基
づ
く
四
六
駢
儷
体
で
綴
ら
れ
る
こ
の
名
文
は
、
こ
こ
で
は
語
彙
表
現
を
金
胎
両
部
に
振
り
分
け
な
が

ら
整
然
と
重
要
な
教
理
概
念
を
開
展
す
る
。
則
ち
、

　
　

胎
蔵
界
：
法
界
三
昧
、
心
蓮
、
三
等
真
言

　
　

金
剛
界
：
遮
那
四
秘
、
智
火
、
五
相
成
身

と
対
応
さ
せ
つ
つ
、
我
則
金
剛
薩
埵
と
い
う
真
言
行
人
の
心
構
え
が
大
日
法
界
に
渉
入
す
る
鍵
で
あ
る
旨
を
伝
え
、
そ
の
手
段
が

三
平
等
真
言
（
入
仏
三
昧
耶
真
言
「
曩
莫
三
曼
多
没
駄
南
阿
三
迷
底
里
三
迷
三
摩
曳
娑
縛
訶
」）
と
五
相
成
身
観
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
空
海

の
下
で
智
泉
が
修
習
し
游
泳
し
た
仏
境
界
と
は
「
即
身
成
佛
」
で
あ
り
、
自
心
本
有
の
浄
菩
提
心
に
毗
盧
遮
那
大
悲
の
徳
智
を
如

実
に
開
顕
す
る
、
即
心
の
曼
荼
羅
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
だ
と
述
べ
る
。
如
来
加
持
と
智
火
智
力
を
蒙
っ
て
金
剛
堅
固
の
菩
提
心
が

法
界
に
即
入
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
第
一
歩
が
、
澄
浄
円
明
な
る｢

月
鏡｣

を
観
察
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
金
剛
部
の
金
剛
智
＝
大
円

鏡
智
が
普
賢
行
を
発
起
す
る
発
菩
提
の
行
動
に
存
す
る
と
確
認
で
き
る
。
月
鏡･
智
鏡
は
、
つ
ま
り
入
仏
三
昧
耶
や
五
相
成
身
の
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真
言
を
正
常
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠
な
、
悟
り
へ
の
秘
鍵
な
の
で
あ
る
。

『
即
身
成
佛
義
』
で
は
、
鏡
が
真
実
を
照
射
す
る
聖
な
る
力
と
し
て
六
大
無
礙
な
る
即
身
世
界
の
実
相
を
開
く
源
泉
の
役
割
を

果
た
す
。｢

重
重
帝
網
名
即
身｣

の
句
に
対
す
る
喩
釈
で
、

68　

如
是
等
身
縱
横
重
重
如
鏡
中
影
像
燈
光
渉
入
。
彼
身
即
是
此
身
。
此
身
即
是
彼
身
。
佛
身
即
是
衆
生
身
。
衆
生
身
即
是

佛
身
。
不
同
而
同
。
不
異
而
異

û
q
£

。（
是
の
如
く
等
の
身
は
、
縦し
ゆ
お
う横
重
重
な
る
こ
と
、
鏡
中
の
影よ
う
ぞ
う像
と
燈
と
も
し
びの
光ひ
か
り
　の
渉せ
う
に
ゆ
う
　

入
す
る
が
如
し
。
彼か

の

身し
ん

即
ち
是
れ
此
の
身
、
此
の
身
即
ち
是
れ
彼
の
身
、
佛
身
即
ち
是
れ
衆
生
の
身
、
衆
生
の
身
即
ち
是
れ
佛
身
な
り
。
不
同
に
し
て
同
な
り
、
不

異
に
し
て
異
な
り
。）
―
―
『
即
身
成
仏
義
』

と
記
さ
れ
る
。
表
層
の
奥
深
く
に
隠
さ
れ
た
真
実
相
を
鏡
面
が
映
し
出
す
と
い
う
霊
鏡
の
機
能
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｈ
）
に
加
え
、
二
つ

の
鏡
と
燈
火
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
合
わ
せ
鏡
の
中
で
無
限
連
鎖
的
に
増
殖
す
る
輝
き
（
燈
光･

宝
珠
）
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
、

一
つ
の
燈
火
が
宇
宙
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
輝
き
と
相
即
渉
入
し
、
無
礙
円
融
法
界
を
成
就
す
る
所
の
一
即
多
多
即
一
概
念
を
直
覚
的

に
表
現
す
る
。
華
厳
経
理
に
由
来
す
る
（｢
千
光
萬
色
雖
重
重
交
映
。
而
歴
歴
區
分
。
亦
如
兩
鏡
互
照
。
重
重
渉
入
。
傳
曜
相
寫

û
r
£｣

）
こ
の
合
わ

せ
鏡
と
無
限
燈
光
の
比
喩
を
、
空
海
は
ま
さ
に
即
身
と
い
う
状
態
を
説
明
す
る
の
に
適
し
た
比
喩
と
し
て
採
用
す
る
。
仏
身
と
衆

生
の
身
が
不
二
一
如
で
あ
る
一
切
法
平
等
の
理
趣
は
、
鏡
と
光
（
67
で
は
月
鏡
と
智
火
）
を
以
て
開
示
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
真
実
の
扉
を
開
く
聖
な
る
力
を
鏡
は
持
つ
。
そ
の
玄
妙
な
る
智
力
は
、
即
身
成
仏
頌
の
末
句
「
圓
鏡
力
故
實
覺
智
」

に
端
的
に
表
明
さ
れ
る
。

69　

圓
鏡
力
故
實
覺
智
者
此
即
出
所
由
。
一
切
諸
佛
因
何
得
覺
智
名
。
謂
如
一
切
色
像
悉
現
高
臺
明
鏡
之
中
如
来
心
鏡
亦
復

如
是
。
圓
明
心
鏡
高
懸
法
界
頂
寂
照
一
切
不
倒
不
謬
。
如
是
圓
鏡
何
佛
不
有
。
故
曰
圓
鏡
力
故
實
覺
智

û
s
£

。（
圓
鏡
力
の
故
に

実
覺
智
な
り
と
は
、
此
れ
即
ち
所
由
を
出
だ
す
。
一
切
の
諸
佛
、
何
に
因
っ
て
か
覺
智
の
名
を
得
る
や
。
謂
く
、
一
切
の
色
像
、
悉
く
高
臺
の

明
鏡
の
中
に
現
ず
る
が
如
く
、
如
来
の
心
鏡
も
ま
た
是
の
如
し
。
圓
明
の
心
鏡
、
高
く
法
界
の
頂
に
懸か
か

げ
て
一
切
を
寂じ
や
く
せ
う照
す
る
に
、
不ふ
　
と
う倒
不ふ
び
ゆ
う謬
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な
り
。
是
く
の
如
く
の
圓
鏡
、
何い
づ

れ
の
佛
に
か
有
さ
ざ
ら
む
。
故
に｢

圓
鏡
力
故
實
覺
智｣

と
曰
ふ
。）
―
―
『
即
身
成
仏
義
』

｢
圓
鏡
力｣

と｢

實
覺
智｣

の
関
係
は
、
詩
句
の
構
造
的
に
は
、
円
鏡
の
智
慧
と
実
覚
の
法
力
を
兼
ね
備
え
た
仏
の
徳
智
が
、

成
仏
の
実
際
的
な
基
底
を
為
し
て
い
る
と
い
う
不
二
一
体
の
状
態
を
示
す
。｢

高
臺
の
明
鏡｣

｢

圓
明
の
心
鏡｣

が
並
置
さ
れ
て
、

こ
れ
が
全
て
の
仏
が
必
ず
具
し
て
い
る｢

如
来
の
心
鏡｣

と
定
義
さ
れ
る
か
ら
、｢

圓
鏡｣

と
は
仏
不
共
の
徳
智
、
端
的
に
仏
智
と

同
定
で
き
る
。
前
節
で
取
り
扱
っ
た
よ
う
に
、
密
教
的
に
は
仏
智
は
五
智
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
如
来
の
心
鏡
は
即
ち
大
日
如
来

の
五
智
五
仏
を
指
す
。
円
鏡
の
語
が
東
方
阿
閦
仏
の
大
円
鏡
智
を
想
起
さ
せ
る
が
、
こ
こ
で
は
五
智
五
仏
の
統
覚
智
で
あ
る
法
界

体
性
智･

大
日
如
来
の
智
徳
そ
の
も
の
を
、
総
括
的
に
円
鏡
力
と
表
現
す
る
。

｢

實
覺
智｣

は
物
事
を
あ
る
が
ま
ま
に
さ
と
る
智
慧
、
如
実
智
と
語
釈
で
き
る
が
、
そ
の
内
実
は
、
即
身
成
仏
頌
で
列
挙
さ
れ

て
き
た
一
切
智
智
（
薩
般
若
）･
無
塵
数
の
仏
菩
薩･

五
智
（
五
仏
即
一
切
如
来
）･

無
際
智
を
摂
し
尽
く
し
た
大
日
の
智
慧
の
総
称
で

あ
る
。
法
身
大
日
の
五
智
無
際
智
と
い
う
智
徳
は
、
翻
っ
て
一
切
衆
生
に
本
有
の
相
同
な
る
実
覚
智
と
し
て
潜
在
し
、
こ
の
自
心

の
内
な
る
仏
智
に
目
覚
め
て
、
自
身
の
あ
る
が
ま
ま
の
相
を
観
察
覚
知
す
る
如
実
知
自
心
の
実
践
者
こ
そ
が
、
即
身
成
仏
を
完
遂

す
る
の
だ
と
導
き
出
せ
る
。

結
論
的
に
言
え
ば
、
衆
生
本
具
の
浄
菩
提
心
に
目
覚
め
、
六
大
無
礙
重
重
帝
網
な
る
凡
聖
不
二
の
理
趣
を
、
三
密
瑜
伽
の
妙
行

で
窮
め
尽
く
せ
ば
、
自
心
の
曼
荼
羅
を
開
顕
し
て
仏
果
を
得
る
と
い
う
の
が
空
海
の
即
身
成
仏
論
で
あ
る
。
そ
の
時
に
本
有
の
仏

性
を
照
ら
し
出
す
の
が｢

高
臺
の
明
鏡｣

｢

圓
明
の
心
鏡｣
で
あ
る
大
日
如
来
の
五
智
円
鏡
に
他
な
ら
ず
、
所
照
の
秘
蔵
さ
れ
た
如

来
蔵
も
ま
た

70　

事
均
篋
鏡　
理
同
礦
珠
［
中
略
］
本
覺

û
t
£

。
―
―
『
吽
字
義
』

と
鏡
に
擬
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
空
海
の
成
仏
思
想
を
め
ぐ
る
言
説
に
、
真
実
の
姿
を
照
ら
し
出
す
霊
威
の
「
鏡
」
が

決
定
的
な
重
要
性
を
果
た
し
て
い
る
実
態
を
、
明
瞭
に
理
解
で
き
る
と
言
い
得
よ
う
。
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六　

ま　
と　
め

本
稿
で
は
、｢

鏡｣

の
具
有
す
る
宗
教
象
徴
性
を
概
観
し
、
幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し
た
上
で
、
空
海
の
テ
ク

ス
ト
で
用
い
ら
れ
る
鏡
に
関
す
る
表
現
を
網
羅
的
に
検
討
し
た
。

隠
さ
れ
た
真
実
を
暴
く
真
理
開
顕
の｢

秦
鏡｣

と
い
う
空
海
愛
用
の
故
事
を
紹
介
し
（
第
二
節
）、
空
海
の
テ
ク
ス
ト
に
見
出
さ

れ
る
様
々
な
鏡
の
用
法
を
整
理
（
第
三
節
）
し
た
。
そ
し
て
、
悟
り
の
智
慧･

仏
智
と
し
て
の
鏡
表
現
「
円
鏡･

明
鏡･

月
鏡･

智

鏡･

大
円
鏡
智
」
が
大
日
如
来
自
内
証
の
境
界
を
象
徴
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
（
第
四
節
）、
特
に
即
身
成
仏
思
想
を
表

明
す
る
言
説
に
お
い
て
鏡
が
さ
と
り
へ
の
回
路
を
開
く
決
定
的
な
重
要
性
を
付
与
さ
れ
る
事
態
（
第
五
節
）
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
空
海
の
著
作
に
は
『
大
乗
起
信
論
』
所
説
の
四
鏡

û
u
£

、
及
び
『
釈
摩
訶
衍
論
』
所
説
の
鏡
の
比
喩

û
v
£

が
引
か
れ
る
が
、
本
稿

で
は
考
察
の
対
象
外
と
し
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

以
上

註（
１
）
鏡
に
関
す
る
考
古
学
的･

文
化
史
的
な
諸
研
究
か
ら
、
本
稿
で
は
次
の
よ
う
な
論
考
を
参
照
し
て
考
察
を
進
め
る
。

＊
ポ
ー
ル
・
ド
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
／
柴
田
増
實
訳
「
靈
鏡
」『
禅
学
研
究
』
通
号
五
〇
、一
九
六
〇
年
、
一
五
八
～
一
七
七
頁

＊
福
永
光
司
「
道
敎
に
お
け
る
鏡
と
劔
―
そ
の
思
想
の
源
流
―
」『
道
教
思
想
史
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
一
～
六
九
頁
（
初
出
『
東

方
學
報
』
第
四
五
冊
、
一
九
七
三
年
）

＊
森
浩
一
編
『
日
本
古
代
文
化
の
探
究
・
鏡
』
社
会
思
想
社
、
一
九
七
八
年

＊
小
南
一
郎
「
鏡
を
め
ぐ
る
伝
承
―
中
国
の
場
合
―
」『
日
本
古
代
文
化
の
探
究
・
鏡
』
二
〇
七
～
二
四
六
頁
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＊
斉
藤
孝
「
古
代
の
社
寺
信
仰
と
鏡
」『
日
本
古
代
文
化
の
探
究
・
鏡
』
二
六
九
～
三
一
八
頁

＊
和
田
萃
「
古
代
日
本
に
お
け
る
鏡
と
神
仙
思
想
」『
日
本
古
代
文
化
の
探
究
・
鏡
』
一
六
七
～
二
〇
六
頁

＊
青
木
豊
『
和
鏡
の
文
化
史
―
水
鑑
か
ら
魔
鏡
ま
で
―
』
刀
水
書
房
、
一
九
九
二
年

＊
ユ
ル
ギ
ス･

バ
ル
ト
ル
シ
ャ
イ
テ
ィ
ス
『
鏡
―
科
学
的
伝
説
に
つ
い
て
の
試
論
、
啓
示･

Ｓ
Ｆ･

ま
や
か
し
―
』
谷
川
渥
訳
、
国
書
刊
行
会
、

一
九
九
四
年
（
原
著
一
九
七
八
年
）

＊
中
村
潤
子
『
鏡
の
力  

鏡
の
想
い
』
大
巧
社
、
一
九
九
九
年

＊
大
西
龍
峯
「
鏡
と
智
慧
」『
駒
澤
短
期
大
學
佛
教
論
集
』
第
七
號
、
二
〇
〇
一
年
、
九
三
～
一
一
三
頁

＊
リ
チ
ャ
ー
ド
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
『
鏡
と
い
う
謎
―
そ
の
神
話
・
芸
術
・
科
学
―
』
鳥
居
／
鹿
取
／
望
月
子
／
鈴
木　

訳
、新
曜
社
、二
〇
〇
一
年
（
原

著
一
九
九
七
年
）

＊
岡
村
秀
典
『
鏡
が
語
る
古
代
史
』
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年

＊
新
井
悟
編
『
古
鏡
の
ひ
み
つ
―｢
鏡
の
裏
の
世
界｣

を
さ
ぐ
る
―
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
八
年

（
２
）
グ
レ
ゴ
リ
ー
一
九
五
～
二
三
一
頁

（
３
）
同
六
一
～
六
二
頁

（
４
）
青
木
三
～
四
頁

（
５
）
岡
村
一
～
八
頁 

（
６
）『
広
雅
』
釈
詀
に
「
鑒
［
鑑
］
謂
之
鏡
」
と
記
さ
れ
る
。
福
永
五
二
頁
注
８

（
７
）
岡
村
九
頁
、
小
南
二
一
二
～
二
一
三
頁

（
８
）
小
南
二
一
六
～
二
一
七
頁

（
９
）
岡
村
九
～
一
〇
頁

（
10
）
福
永
一
八
頁

（
11
）
同
三
〇
頁

（
12
）
岡
村
一
三
～
一
八
頁
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（
13
）
西
洋
文
化
的
文
脈
で
は
、
太
陽
自
体
が
鏡
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
cf.
バ
ル
ト
ル
シ
ャ
イ
テ
ィ
ス
一
〇
四
～
一
〇
六
頁

（
14
）
岡
村
三
～
四
頁
、
和
田
一
九
八
頁

（
15
）
青
木
一
〇
一
頁

（
16
）
和
田
一
九
八
～
一
九
九
頁
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
六
二
頁

（
17
）「
天
照
大
神
、
手
に
寶
鏡
を
持
ち
た
ま
ひ
て
、
天
忍
穂
耳
尊
に
授
け
て
、
祝
き
て
曰
は
く
〈
吾
が
児
、
此
の
鏡
を
視
ま
さ
む
こ
と
、
當
に
吾

を
視
る
が
ご
と
く
す
べ
し
〉」『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
第
九
段
一
書
第
二
、
岩
波
日
本
古
典
文
學
大
系
本
（
上
）
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
、

一
五
二
頁

（
18
）
岡
村
六
六
～
七
二
頁

（
19
）
福
永
一
九
頁
。
Cf.
「
亦
可
云
：
握
天
鏡
、
金
鏡
、
玉
鏡
、
神
珠
」『
文
鏡
秘
府
論
』
巻
北
「
帝
徳
録
」
の
一
節
、
定
本
巻
六
、二
二
七
頁

（
20
）
福
永
三
四
頁

（
21
）「
天
照
大
神
、
乃
ち
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
、
八
坂
瓊
の
勾
玉
及
び
八
咫
鏡･

草
薙
劔
、
三
種
の
寶
物
を
賜
ふ
」『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
第
九

段
一
書
第
一
、一
四
六
頁

（
22
）
新
井
三
二
頁

（
23
）
福
永
一
八
頁

（
24
）
小
南
二
二
〇
頁
、　

岡
村
一
一
頁

（
25
）
新
井
二
〇
～
二
一
頁

（
26
）『
荘
子
』
内
篇
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
三
年
、
一
九
頁
注
36

（
27
）『
荘
子
』
内
篇･

応
帝
王
篇
第
七
、二
七
六
頁

（
28
）『
荘
子
』
外
篇･

天
道
篇
第
十
三
、一
七
七
頁

（
29
）『
荘
子
』
内
篇･

徳
充
符
篇
第
五
、一
六
二
頁

（
30
）
同
一
六
九
頁

（
31
）
福
永
一
八
頁
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（
32
）
同
一
九
頁

（
33
）
同
一
九
頁

（
34
）
同
一
八
頁

（
35
）「
清
静
を
本
質
と
す
る
明
鏡
は
万
物
の
本
性
を
く
ま
な
く
あ
ら
わ
す
と
す
る
『
淮
南
子
』
の
思
想
を
ふ
ま
え
る
」
福
永
二
八
頁

（
36
）「
明
鏡
が
妖
魅
の
正
体
を
照
破
す
る
と
い
う
思
想
」
福
永
二
八
頁

（
37
）
小
南
二
三
〇
～
二
三
一
頁

（
38
）
同
二
三
三
～
二
三
五
頁

（
39
）
岡
村
一
八
～
一
九
頁

（
40
）「
古
之
入
山
道
士
、皆
以
明
鏡
徑
九
寸
已
上
懸
於
背
後
、則
老
魅
不
敢
近
人
。
或
有
來
試
人
者
。
則
當
顧
視
鏡
中
。
其
是
仙
人
及
山
中
好
神
者
、

顧
鏡
中
故
如
人
形
。
若
是
鳥
獸
邪
魅
、則
其
形
貌
皆
見
鏡
中
矣
。
又
老
魅
若
來
、其
去
必
卻
行
、行
可
轉
鏡
對
之
、其
後
而
視
之
、若
是
老
魅
者
、

必
無
踵
也
。
其
有
踵
者
、
則
山
神
也
」『
抱
朴
子
』
登
渉
篇
。
福
永
二
六
頁
に
書
き
下
し
が
記
載
さ
れ
る

（
41
）
大
正
四
六
・
一
六
六
上

（
42
）
大
西
九
九
頁
。
日
本
の
修
験
道
の
入
山
に
も
鏡
は
必
須
の
器
具
と
さ
れ
た
、
cf.
和
田
一
九
五
頁

（
43
）
岡
村
二
三
～
二
六
頁

（
44
）
斉
藤
二
八
六
頁

（
45
）こ
れ
は
鏡･

剣
が
埋
葬
さ
れ
た
死
者
の
傍
ら
に
置
か
れ
て
、死
者
の
仙
界
へ
の
再
生
を
願
う
信
仰
に
結
び
つ
く
と
す
る
思
想
に
も
適
用
さ
れ
る
。

福
永
一
六
頁
、
四
五
頁

（
46
）
小
南
二
三
六
～
二
三
七
頁
及
び
グ
レ
ゴ
リ
ー
八
二
～
八
五
頁

（
47
）『
抱
朴
子
』
雑
応
篇
に
は
、
四
規
と
称
さ
れ
る
明
鏡･

日
月
鏡
を
用
い
て
見
神
し
「
年
命
延
長
」
を
得
る
と
記
さ
れ
る
。
福
永
二
七
～
二
八
頁

（
48
）
岡
村
二
二
頁
。
鏡
裏
の
銘
文
に｢

官
位
尊
顕
在
蒙
禄
食｣

（
岡
村
六
九
頁
）
や｢
壽
如
金
石
之
國
寶
兮｣

（
同
七
四
頁
）
と
刻
ま
れ
る
例
を
典
型

と
す
る

（
49
）
岡
村
三
八
～
四
八
頁
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（
50
）
新
井
五
〇
～
五
一
頁

（
51
）
同
四
八
～
四
九
頁

（
52
）
同
三
七
～
五
〇
頁
（
岸
本
泰
緒
子　

文
責
）

（
53
）
福
永
一
九
頁

（
54
）
大
正
一･

七
六
六
上

（
55
）
大
正
一
六･

八
一
四
下

（
56
）
大
正
九･
五
〇
上

（
57
）
大
正
一
〇･
八
二
五
下

（
58
）
大
正
三
二･

五
八
一
下

（
59
）
大
正
三
二･

五
七
六
下

（
60
）
大
正
一
八･

九
四
五
下

（
61
）
大
正
一
六･

七
二
一
中

（
62
）
大
正
一
八･

一
二
上

（
63
）
大
正
三
九･

七
二
四
中

（
64
）
大
正
一
八･

二
五
二
上

（
65
）
大
正
一
八･

一
八
下

（
66
）
大
正
一
八･

九
四
中

（
67
）
大
正
一
八･

一
〇
七
下

（
68
）
斉
藤
二
八
九
～
二
九
二
頁
、
中
村
一
二
五
～
一
二
六
頁

（
69
）
例
え
ば
西
大
寺
十
一
面
堂
で
は
九
十
面
の
鏡
が
懸
け
ら
れ
た
、
斉
藤
三
〇
〇
頁

（
70
）
斉
藤
二
九
八
～
三
〇
二
頁
、
中
村
一
二
七
～
一
三
一
頁

（
71
）
斉
藤
三
一
一
～
三
一
二
頁
、
中
村
一
三
八
～
一
三
九
頁
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（
72
）
斉
藤
二
七
六
～
二
七
八
頁

（
73
）
同
二
七
八
～
二
八
四
頁

（
74
）
根
本
の
天
照
大
神
の
「
御
魂
」
が
鏡
と
さ
れ
る
。
荒
川
紘
『
龍
の
起
源
』
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
七
四
頁　

（
75
）「
鏡
は
救
世
主
の
象
徴
で
あ
る　

鏡
は
聖
書
の
象
徴
で
あ
る　

鏡
は
永
遠
の
御
言
（
み
こ
と
ば
）
の
象
徴
で
あ
る　

鏡
は
預
言
的
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
の
象
徴
で
あ
る　

鏡
は
キ
リ
ス
ト
の
生
命
の
象
徴
で
あ
る　

鏡
は
神
を
見
出
す
理
性
の
象
徴
で
あ
る　

鏡
は
明
白
な
創
造
の
象
徴
で
あ
る
」

バ
ル
ト
ル
シ
ャ
イ
テ
ィ
ス
一
二
二
頁　

（
76
）
同
二
四
～
二
五
頁

（
77
）
小
南
二
四
二
頁
、
中
村
一
四
四
～
一
四
六
頁

（
78
）
中
村
一
四
七
頁

（
79
）
同
一
四
七
頁

（
80
）
小
南
二
四
三
頁

（
81
）『
弁
顕
密
二
教
論
』
定
本
巻
三
、七
六
頁

（
82
）
大
正
七
七･

四
二
九
上

（
83
）
作
者
は
漢
の
劉
歆
撰･

晋
の
葛
洪
編
な
ど
の
説
も
あ
る
が
、
後
代
の
偽
託
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
福
井
重
雄
編
『
訳
注
西
京
雑
記･

独

断
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
頁
、
及
び
小
南
一
郎
「「
西
京
雑
記
」
の
伝
承
者
た
ち
」『
中
国
の
神
話
と
物
語
り
』
第
二
章
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
四
年
、
九
五
～
一
四
三
頁
参
照

（
84
）『
訳
注
西
京
雑
記･

独
断
』
九
〇
～
九
一
頁

（
85
）
同
九
二
～
九
三
頁
お
よ
び
岡
村
一
九
頁
の
釈
を
参
考
に
し
た

（
86
）
中
村
一
〇
三
頁

（
87
）
グ
レ
ゴ
リ
ー
六
六
頁

（
88
）
大
西
九
五
頁

（
89
）『
秘
蔵
宝
鑰
』
定
本
巻
三
、一
四
〇
頁
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（
90
）『
三
教
指
帰
』
定
本
巻
七
、七
一
頁

（
91
）
葉
公
は
葉
公
子
高
、
戦
国
時
代
末
期
の
人
で
、
楚
の
王
室
の
一
族
。
姓
は
沈し
ん

、
名
は
諸
梁
、
字
は
子
高
。
葉し
よ
うの
土
地
を
領
地
と
し
た
た
め
葉

公
と
称
す
。『
荘
子
』
内
篇
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
三
六
頁
注
１

（
92
）
弘
全
は
「
珍
」
と
作
る

（
93
）「
遊
山
慕
仙
詩
」『
性
霊
集
』
巻
一
、
定
本
巻
八
、八
頁

（
94
）
前
漢
の
劉
向
著
『
新
序
』「
葉
公
子
高
好
龍
、
鉤
以
寫
龍
、
鑿
以
寫
龍
、
屋
室
雕
文
以
寫
龍
。
於
是
天
龍
聞
而
下
之
、
窺
頭
於
牖
、
施
尾
於
堂
。

葉
公
見
之
、
棄
而
還
走
、
失
其
魂
魄
、
五
色
無
主
。
是
葉
公
非
好
龍
也
、
好
夫
似
龍
而
非
龍
者
也
」
と
記
さ
れ
る

（
95
）「
詠
鏡
中
像
喩
」『
性
霊
集
』
巻
十
、
定
本
巻
八
、二
〇
八
頁

（
96
）室
羅
城
中
の
演
若
達
多
ヤ
ジ
ュ
ナ
ダ
ッ
タ Y

ajñadatta

長
者
。『
首
楞
嚴
経
』に
説
か
れ
る
。鏡
の
中
に
自
分
の
頭
が
映
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

自
ら
を
魍
魎
だ
と
思
い
誤
り
狂
っ
た
と
さ
れ
る
。
大
正
一
九
・
一
二
一
中
。
運
敞
『
便
蒙
』
三
五
七
頁
で
指
摘
さ
れ
る　

（
97
）『
文
華
秀
麗
集
』『
群
書
類
従
第
八
輯
』
文
筆
部
巻
一
二
四
、四
八
七
～
四
八
八
頁

（
98
）
た
だ
し
こ
こ
で
は
月
に
擬
え
る
の
で
方
鏡
で
は
な
く
円
鏡
の
形
で
用
い
ら
れ
る

（
99
）『
三
教
指
帰
』
定
本
巻
七
、四
七
頁

（
100
）『
性
霊
集
』
巻
一
、
定
本
巻
八
、一
一
頁

（
101
）
同
巻
二
、
定
本
巻
八
、二
三
～
二
四
頁

（
102
）
同
巻
二
、
定
本
巻
八
、二
四
頁

（
103
）
同
巻
二
、
定
本
巻
八
、三
一
頁

（
104
）
同
巻
十
、
定
本
巻
八
、一
八
六
頁

（
105
）『
宝
鑰
』
定
本
巻
三
、一
六
一
頁

（
106
）『
性
霊
集
』
巻
二
、
定
本
巻
八
、二
二
頁

（
107
）
同
巻
四
、
定
本
巻
八
、七
二
頁

（
108
）『
劉
子
新
論
』
因
顕
第
二
十
に
「
鏡
は
瑩
拂
を
以
て
鑑
と
成
る
」
と
あ
る
。
小
南
二
二
一
～
二
二
二
頁



—461—

空海における ｢鏡」（小渕）

（
109
）『
性
霊
集
』
巻
十
、
定
本
巻
八
、二
〇
四
頁

（
110
）『
宝
鑰
』
定
本
巻
三
、一
四
三
頁

（
111
）『
性
霊
集
』
巻
六
、
定
本
巻
八
、一
〇
一
頁

（
112
）『
弁
顕
密
二
教
論
』
定
本
巻
三
、一
〇
八
頁
。『
大
智
度
論
』
巻
九
、
大
正
二
五
・
一
二
六
中
の
引
用

（
113
）『
性
霊
集
』
巻
八
、
定
本
巻
八
、一
三
一
頁

（
114
）
鵲
か
さ
さ
ぎは
男
女
の
仲
を
取
り
持
つ
（
牽
牛
と
織
女
の
た
め
に
天
の
川
に
橋
を
架
け
る
）
瑞
鳥
と
考
え
ら
れ
、
紋
様
と
し
て
鵲
が
鏡
に
鋳
出
さ
れ

た
。
小
南
二
二
三
～
二
二
四
頁
、
及
び
幸
田
露
伴｢

金
鵲
鏡｣

（『
幽
情
記
』）『
露
伴
隨
筆
』
第
三
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
二
八
〇

～
二
八
一
頁

（
115
）『
性
霊
集
』
巻
八
、
定
本
巻
八
、一
四
五
頁
／
『
法
華
経
開
題
（
殑
河
女
人
）』
定
本
巻
四
、一
八
三
頁
と
同
文

（
116
）『
宝
鑰
』
定
本
巻
三
、一
二
〇
頁

（
117
）『
性
霊
集
』
巻
四
、
定
本
巻
八
、六
三
頁

（
118
）『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』
定
本
巻
一
、八
二
頁
。
圓
照
撰
『
貞
元
新
定
釋
教
目
録
』（
大
正
五
五
・
八
七
八
上
）
か
ら
の
抄
録

（
119
）『
文
鏡
秘
府
論
』
巻
北
、
定
本
巻
六
、二
三
〇
頁
「
帝
徳
録
」

（
120
）
定
本
巻
三
、七
六
頁

（
121
）『
三
昧
耶
戒
序
』
定
本
巻
五
、六
頁

（
122
）『
三
教
指
帰
』
定
本
巻
七
、四
六
～
四
七
頁

（
123
）『
文
鏡
秘
府
論
』
巻
天
総
序
、
定
本
巻
六
、四
頁

（
124
）
底
本
で
は
草
書
体
で
記
さ
れ
る

（
125
）『
文
筆
眼
心
抄
』
序
、
定
本
巻
六
、二
五
一
頁

（
126
）
西
洋
文
化
に
お
い
て
も
、
鏡
の
映
像
が
左
右
逆
に
な
る
こ
と
か
ら｢

鏡
は
虚
偽
［
錯
誤
］
の
ま
こ
と
の
象
徴
で
あ
る｣

と
認
識
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
バ
ル
ト
ル
シ
ャ
イ
テ
ィ
ス
三
八
一
頁

（
127
）『
性
霊
集
』
巻
十
、
定
本
巻
八
、一
九
四
頁
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（
128
）
同
巻
十
、
定
本
巻
八
、二
一
〇
頁

（
129
）『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
大
正
八･

二
一
七
上

（
130
）『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
大
正
六･

八
〇
四
中

（
131
）『
拾
遺
雑
集
』
定
本
巻
八
、二
二
四
頁

（
132
）『
宝
鑰
』
定
本
巻
三
、一
一
七
頁

（
133
）『
性
霊
集
』
巻
七
、
定
本
巻
八
、一
二
一
頁

（
134
）『
淮
南
子
』
天
文
訓｢

陽
燧
見
日
、
則
燃
而
為
火
。
方
諸
見
月
、
則
津
而
為
水｣

（
135
）
大
正
三
九･
七
八
三
上

（
136
）『
性
霊
集
』
巻
六
、
定
本
巻
八
、九
四
頁

（
137
）『
法
華
経
開
題
（
開
示
茲
大
乗
経
）』
定
本
巻
四
、一
六
二
頁
、『
法
華
経
開
題
（
重
圓
性
海
）』
定
本
巻
四
、一
七
六
頁

（
138
）『
性
霊
集
』
巻
一
、
定
本
巻
八
、八
頁

（
139
）
同
巻
二
、
定
本
巻
八
、二
五
頁

（
140
）『
梵
網
経
開
題
』
定
本
巻
四
、二
二
六
頁

（
141
）『
性
霊
集
』
巻
八
、
定
本
巻
八
、一
三
六
頁

（
142
）『
大
日
経
開
題
（
大
毗
盧
遮
那
）』
定
本
巻
四
、三
一
頁

（
143
）『
大
日
経
開
題
（
三
密
法
輪
）』
定
本
巻
四
、五
二
～
五
三
頁

（
144
）『
法
華
経
釋
』
定
本
巻
四
、二
〇
二
～
二
〇
三
頁
。『
法
華
経
開
題
（
殑
河
女
人
）』
定
本
巻
四
、一
八
七
頁
と
同
文

（
145
）「
法
佛
三
密
甚
深
微
細
等
覺
十
地
不
能
見
聞
。
故
曰
密
。
一
一
尊
等
具
刹
塵
三
密
互
相
加
入
彼
此
攝
持
。
衆
生
三
密
亦
復
如
是
。
故
名
三
密
加
持
」

『
即
身
成
仏
義
』
定
本
巻
三
、二
五
頁

（
146
）『
大
日
経
開
題
（
今
釈
此
経
）』
定
本
巻
四
、二
四
頁

（
147
）『
性
霊
集
』
巻
十
、
定
本
巻
八
、二
一
一
頁

（
148
）
同
巻
七
、
定
本
巻
八
、一
一
三
頁
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（
149
）
同
巻
八
、
定
本
巻
八
、一
五
八
頁

（
150
）
同
巻
七
、
定
本
巻
八
、一
一
五
頁

（
151
）
同
巻
七
、
定
本
巻
八
、一
二
一
頁

（
152
）
同
巻
七
、
定
本
巻
八
、一
二
四
頁

（
153
）
同
巻
八
、
定
本
巻
八
、一
五
八
頁

（
154
）
同
巻
二
、
定
本
巻
八
、三
二
頁

（
155
）
同
巻
六
、
定
本
巻
八
、一
〇
一
頁

（
156
）『
拾
遺
性
霊
集
』
定
本
巻
七
、一
九
七
頁

（
157
）
本
覚
の
常
住
法
身
の
白
毫
の
光
を
い
う
。『
著
作
全
集
』
巻
三
、五
六
七
頁
注
８

（
158
）『
真
実
経
文
句
』
定
本
巻
四
、一
二
一
頁

（
159
）『
十
住
心
論
』
巻
十
、
定
本
巻
二
、三
一
六
～
三
一
七
頁
。『
弁
顕
密
二
教
論
』
定
本
巻
三
、一
〇
四
頁

（
160
）『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釋
義
』
定
本
巻
五
、一
〇
四
～
一
〇
五
頁

（
161
）『
金
剛
頂
経
開
題
』
定
本
巻
四
、七
七
～
七
八
頁

（
162
）『
宝
鑰
』
定
本
巻
三
、一
六
九
～
一
七
〇
頁
。『
菩
提
心
論
』
大
正
三
二･

五
七
三
下
～
五
七
四
上
の
引
用

（
163
）『
分
別
聖
位
経
』
大
正
一
八･

二
八
八
上

（
164
）
頼
富
本
宏
『
密
教
と
マ
ン
ダ
ラ
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
〇
年
、
一
六
八
頁

（
165
）『
理
趣
経
』
第
十
二
段
で
は｢

所
謂
一
切
有
情
如
來
藏
。
以
普
賢
菩
薩
一
切
我
故｣

と
金
剛
部
の
蔵
性
が
如
来
蔵
性
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
大

正
八･

七
八
五
下
。
cf.
大
塚
伸
夫
『
中
期
密
教
経
典
と
菩
提
心
―
『
大
日
経
』『
金
剛
頂
経
』『
理
趣
経
』』
春
秋
社
、
二
〇
二
三
年
、
四
八
八

～
四
九
一
頁

（
166
）『
十
住
心
論
』
定
本
巻
二
、三
一
七
頁
。『
弁
顕
密
二
教
論
』
定
本
巻
三
、一
〇
四
頁
。『
瑜
祇
経
』
大
正
一
八･

二
五
四
上
の
引
用
と
空
海
の
割
注

（
167
）『
即
身
成
仏
義
』
定
本
巻
三
、二
五
頁
。『
金
剛
頂
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』
大
正
一
九･

三
二
二
下
の
引
用

（
168
）
唵
歩
欠
（V

‘
b

）
の
三
字
真
言
、
則
ち
金
輪
仏
頂
尊
の
一
字
真
言É
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（
169
）『
法
華
経
開
題
（
殑
河
女
人
）』
定
本
巻
四
、一
九
二
頁

（
170
）『
釋
論
指
事
』
定
本
巻
四
、二
九
七
頁

（
171
）『
五
部
陀
羅
尼
問
答
偈
讃
宗
秘
論
』
定
本
巻
五
、四
七
頁

（
172
）『
金
剛
頂
経
開
題
』
定
本
巻
四
、七
九
頁

（
173
）
空
海
仮
託
『
秘
蔵
記
』
に
も
大
円
鏡
智
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。
参
考
ま
で
に
主
な
も
の
を
掲
げ
る
。

＊
［
五
智
］
二
大
圓
鏡
智
。
謂
自
他
三
密
無
有
邊
際
。
名
之
大
也
。
具
足
不
缺
曰
圓
。
實
智
高
懸
万
像
影
現
鏡
之
喩
也
。　

定
本
巻
五
、一
二
四

頁
、
一
五
二
頁

＊
水
性
澄
寂
一
切
色
相
顯
現
喩
大
圓
鏡
智
。　

定
本
巻
五
、一
二
六
頁

＊
住
大
圓
鏡
智
引
入
諸
佛
於
己
體
如
何
。
本
尊
三
密
鏡
能
照
一
切
色
相
。
如
大
圓
鏡
智
能
萬
像
影
現
。
本
尊
與
吾
無
二
無
別
故
。
吾
三
密
鏡
能

照
同
本
尊
。
非
唯
本
尊
與
吾
無
二
無
別
。
一
切
已
成
未
成
諸
佛
亦
與
吾
無
二
無
別
故
。
諸
佛
三
密
鏡
能
照
與
我
同　

定
本
巻
五
、一
二
六

～
一
二
七
頁

＊
本
尊
三
密
鏡
明
如
大
圓
鏡
智
照
一
切
色
相
。
本
尊
與
吾
無
二
無
別
。
吾
三
密
鏡
明
如
本
尊
三
密
鏡
。
已
成
未
成
諸
佛
與
吾
無
二
無
別
。
已
成

未
成
諸
佛
三
密
鏡
明
如
吾
三
密
鏡
。　

定
本
巻
五
、一
三
〇
頁

＊
慈
無
量
觀
即
第
八
阿
頼
耶
識
。
是
如
來
蔵
法
界
智
。
又
大
圓
鏡
智
也
。　

定
本
巻
五
、一
三
一
頁

＊
妙
色
身
如
來
者
四
智
中
尤
近
理
。
大
圓
鏡
智
用
。
万
徳
圓
満
妙
色
具
足
也
。　

定
本
巻
五
、一
四
三
頁

（
174
）『
五
部
陀
羅
尼
問
答
偈
讃
宗
秘
論
』
定
本
巻
五
、七
一
頁

（
175
）『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
文
次
第
』
定
本
巻
四
、三
二
四
頁

（
176
）『
性
霊
集
』
巻
八
、
定
本
巻
八
、一
四
〇
頁

（
177
）
心
蓮
は
衆
生
本
有
の
浄
菩
提
心
を
指
す
。
参
照
「
真
言
大
我
本
住
心
蓮
。
塵
沙
心
數
自
居
覺
月
。
三
等
法
門
住
佛
日
而
常
轉
。
秘
密
加
持
應

機
水
而
不
断
。
法
性
身
塔
。
奇
哉
皇
哉
。」「
奉
為
四
恩
造
二
部
大
曼
荼
羅
願
文
」『
性
霊
集
』
巻
七
、
定
本
巻
八
、一
〇
八
頁

（
178
）
参
照
「
如
來
智
火
亦
復
如
是
。
燒
一
切
戲
論
煩
惱
薪
盡
」『
大
日
経
疏
』
大
正
三
九･

五
八
六
上

（
179
）『
即
身
成
仏
義
』
定
本
巻
三
、二
八
頁
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（
180
）
澄
觀
述
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
隨
疏
演
義
鈔
』
大
正
三
六･

一
〇
下

（
181
）『
即
身
成
仏
義
』
定
本
巻
三
、三
一
頁

（
182
）『
吽
字
義
』
定
本
巻
三
、六
二
頁

（
183
）「
言
四
種
鏡
者
。
一
如
實
空
鏡
。
二
因
熏
習
鏡
。
三
法
出
離
鏡
。
四
縁
熏
習
鏡
。」『
十
住
心
論
』
巻
九
、
定
本
巻
二
、二
九
九
頁

（
184
）『
十
住
心
論
』
巻
九
、
定
本
巻
二
、二
九
九
～
三
〇
〇
頁
お
よ
び
『
宝
鑰
』
定
本
巻
三
、一
六
六
～
一
六
七
頁
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